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し
ゃ
ん
は
い
は
く
ぶ
つ
か
ん
ぞ
う
せ
ん
ご
く
そ
ち
く
し
よ
し
ゃ
ん
は
く
そ
か
ん

本
稿
は
、
「
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
上
博
楚
簡
）
」
の
文

献
解
題
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
戦
国
楚
簡
研
究
会
で
は
、
『
郭
店
楚
墓

竹
簡
』
所
収
の
全
文
献
、
お
よ
び
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』

(
-
）
（
二
）
所
収
の
全
文
献
に
つ
い
て
解
題
を
発
表
し
た
（
『
中

国
研
究
集
刊
』
第
三
十
三
号
（
別
冊
特
集
）
、
大
阪
大
学
中
国
学
会
、

二
0
0
三
年
）
。

ま
た
、
そ
の
成
果
を
受
け
て
、
『
諸
子
百
家
〈
再
発
見
〉
—
掘
り

起
こ
さ
れ
る
古
代
中
国
思
想
ー
』
（
浅
野
裕
一
・
湯
浅
邦
弘
編
、
岩

波
書
店
、
二

0
0
四
年
）
、
『
竹
簡
が
語
る
古
代
中
国
思
想
』
（
浅

野
裕
一
編
、
汲
古
書
院
、
二

0
0
五
年
）
、
『
古
代
思
想
史
と
郭
店

楚
簡
』
（
浅
野
裕
一
編
、
汲
古
書
院
、

0
0
五
年
）
を
刊
行
す
る

序

言

「
上
博
楚
簡
」
解
題

|
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』

『
戦
国
楚
簡
研
究
2
0
0
 
5
』
(
『
中
国
研
究
集
刊
』
別
冊
特
集
号
〈
総
38
号
〉
平
成
十
七
年
十
二
月
一
頁
ー
四
三
頁

（三）

所
収
文
献
ー

戦
国
楚
簡
研
究
会

そ
の
後
も
、
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
の
刊
行
は
続
き
、

現
時
点
で
第
四
分
冊
ま
で
が
公
開
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
研
究
会
で

は
、
こ
れ
ら
新
資
料
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
釈
読
を
重
ね
て
い
る

が
、
そ
の
最
新
情
報
を
提
供
す
る
た
め
に
、
第
三
分
冊
お
よ
び
第

四
分
冊
所
収
の
全
文
献
に
つ
い
て
解
題
を
執
筆
す
る
こ
と
と
し
た
。

担
当
者
は
、
浅
野
裕
一
・
湯
浅
邦
弘
•
福
田
哲
之
•
竹
田
健
ニ
・

菅
本
大
ニ
・
辛
賢
の
六
名
で
あ
る
。
分
担
ご
と
に
作
成
し
た
草
稿

を
持
ち
寄
り
、
そ
れ
を
全
員
で
検
討
し
た
上
で
定
稿
と
し
た
。
な

お
、
分
担
者
名
は
各
解
題
の
末
尾
に
記
し
た
。

な
ど
、
精
力
的
な
活
動
を
続
け
て
い
る
。

（四）

(1) 



・
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
（
三
）
所
収
文
献

『
周
易
』
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
4

『
中
（
仲
）
弓
』

『
恒
先
』

『
影
祖
』

・
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
（
四
）
所
収
文
献

『
采
風
曲
目
』
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
•
1
6

『
逸
詩
』
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
•
1
9

『
昭
王
毀
室
•
昭
王
奥
襲
之
牌
』
…
…
…
…
•
…
…
…
•
•
2
4

『
束
大
王
泊
旱
』
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
•
2
6

『
内
礼
』
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…

•
•
2
8

『
相
邦
之
道
』
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…

•
•
3
3

『
曹
沫
之
陳
』
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
•
•
3
5

•
附
録上

博
楚
簡
形
制
一
覧
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
3
8

書
誌
情
報
用
語
解
説
（
二
）
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…

•
3
9

目

次

••…………………………………

•8 
2
 

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

ー4
 

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

ー

(2) 



一
、
本
稿
は
、
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
（
馬
承
源
主
編
、

上
海
古
籍
出
版
社
）
第
三
分
冊
（
二

0
0
三
年
十
二
月
）
、
同
・

第
四
分
冊
（
二

0
0
四
年
十
二
月
）
に
収
録
さ
れ
た
新
出
土
文

献
に
つ
い
て
、
戦
国
楚
簡
研
究
会
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
解

説
を
施
す
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
資
料
群
の
総
称
に
つ
い

て
は
、
通
称
の
「
上
博
楚
簡
」
と
す
る
。

二
、
各
資
料
の
解
説
は
、

(
1
)
書
誌
情
報
、
(
2
)
資
料
の
概
要

お
よ
び
研
究
状
況
、
(
3
)
主
要
釈
文
・
注
釈
・
研
究
、
か
ら
成

る。

三、

(
1
)

の
書
誌
情
報
に
関
す
る
専
門
用
語
に
つ
い
て
は
、
『
中

国
研
究
集
刊
』
第
三
十
三
号
（
別
冊
特
集
『
新
出
土
資
料
と
中

国
思
想
史
』
、
二

0
0
三
年
）
掲
載
の
「
書
誌
情
報
用
語
解
説
」
、

お
よ
び
本
号
掲
載
の
「
書
誌
情
報
用
語
解
説
（
二
）
」
を
参
照
。

ま
た
、
簡
長
・
編
綾
間
な
ど
の
長
さ
の
単
位
は
Cm
で
あ
る
。

四
、
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
に
掲
載
さ
れ
た
原
釈
文
を
本

稿
で
は
「
釈
文
」
と
称
し
、
(
3
)
に
は
重
ね
て
掲
載
す
る
こ
と

は
し
な
い
。
な
お
、
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
第
三
分
冊
．

第
四
分
冊
所
収
文
献
は
、
公
開
さ
れ
て
あ
ま
り
間
が
な
い
こ
と

も
あ
り
、
現
時
点
で
は
、
い
わ
ゆ
る
紙
媒
体
で
発
表
さ
れ
た
論

文
よ
り
も
、
「
簡
吊
研
究
」
網
姑
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
発

凡

例

表
さ
れ
た
論
考
・
札
記
類
が
多
い
場
合
も
あ
る
。
本
稿
で
は
、

可
能
な
限
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
先
行
研
究
も
捕
捉
す
る
こ

と
と
し
、
そ
の
場
合
に
は
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
掲
載
年
月
日
を
附

記
し
た
。

五
、
「
戦
国
時
代
」
の
開
始
年
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
が
、
本
稿

で
は
便
宜
上
、
紀
元
前
四

0
三
年
説
を
採
用
す
る
。
紀
元
前
二

二
―
年
の
秦
帝
国
成
立
ま
で
の
一
八

0
年
間
を
三
等
分
し
、
紀

元
前
四

0
三
S
三
四
三
年
を
「
戦
国
前
期
」
、
紀
元
前
三
四
二

S

ニ
八
二
年
を
「
戦
国
中
期
」
、
紀
元
前
二
八
一

sニ
ニ
―
年
を
「
戦

国
後
期
」
と
称
す
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
郭
店
楚
墓
の
墓
葬

年
代
（
造
営
時
期
）
に
つ
い
て
、
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
は
「
戦
国

中
期
偏
晩
」
と
説
明
し
、
上
海
博
物
館
は
上
博
楚
簡
の
展
示
解

説
文
に
「
戦
国
晩
期
」
と
記
す
が
、
こ
れ
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
便

宜
的
な
時
代
区
分
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
上
海
博

物
館
の
時
代
区
分
は
、
「
戦
国
早
期
」
「
戦
国
晩
期
」
の
二
分
法

で
あ
り
、
そ
の
場
合
の
「
戦
国
晩
期
」
と
は
、
本
稿
に
お
け
る

「
戦
国
後
期
」
と
同
義
で
は
な
い
。
上
海
博
物
館
元
館
長
の
故
・

馬
承
源
氏
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
上
博
楚
簡
の
成
立
時
期
は
、
む

し
ろ
本
稿
に
お
け
る
「
戦
国
中
期
」
に
相
当
す
る
（
詳
細
に
つ

い
て
は
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
三
十
三
号
（
別
冊
特
集
『
新
出

土
資
料
と
中
国
思
想
史
』
、
二

0
0
三

掲

載

の

「

上

博

楚

簡

総
論
」
参
照
）
。

(3) 



『
周
易
』
（
し
ゅ
う
え
き
）

(
1
)
書
誌
情
報

竹
簡
全
五
十
八
簡
。
字
数
は
計
一
八

0
六
字
。
簡
の
長
さ
は
四

四

c
m、
幅
0
•
六
c
m、
厚
さ
O
·

―
二

cm
前
後
。
一
簡
に
つ
き
約

四
十
四
字
の
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
。
文
字
の
大
き
さ
や
字
の
間

隔
な
ど
、
整
然
と
書
写
さ
れ
て
い
る
。
六
十
四
卦
中
、
約
半
分
に

あ
た
る
三
十
四
卦
が
含
ま
れ
て
お
り
、
卦
に
つ
き
竹
簡
ニ
・
一

本
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

(
2
)
内
容
と
研
究
概
況

こ
の
テ
キ
ス
ト
で
は
各
卦
ご
と
に
卦
画
・
卦
名
・
「
首
符
」
．
卦

辞
•
交
題
（
初
・
ニ
・
晶
（
三
）
•
四
•
五
•
上
）
・
交
辞
・
「
尾

符
」
の
順
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
順
序
は
今
本
・
吊
書
本
・
阜

陽
本
と
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
最
も
注
目
さ
れ
て
い

る
の
が
、
卦
名
の
直
後
と
交
辞
の
末
尾
に
付
さ
れ
て
い
る
、
従
来

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
符
号
で
あ
る
。
こ
の
内
、
卦
名
直
後
に
あ

る
符
号
を
「
首
符
」
と
呼
び
、
交
辞
の
末
尾
に
あ
る
符
号
を
「
尾

符
」
と
呼
ぶ
。
符
号
は
一
般
的
に
六
種
類
と
理
解
さ
れ
て
い
る
が
、

九
種
類
と
す
る
説
も
あ
る
。
但
し
、
こ
れ
ら
の
符
号
が
い
っ
た
い

何
を
意
味
す
る
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
は
、
未
だ
解
明
さ
れ
て
い

な
い
。

卦
の
順
序
に
つ
い
て
は
、
一
卦
ご
と
に
簡
を
改
め
て
い
る
た
め

本
来
の
卦
序
を
復
元
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
内
容
の

公
開
後
、
各
卦
の
首
尾
符
号
を
基
準
に
し
て
卦
を
分
類
し
、
そ
れ

を
手
掛
か
り
に
卦
序
を
推
定
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
行
わ
れ
て
き

た
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
、
今
本
卦
序
と
の
部
分
的
な
関
連
性
が
認

め
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
現
段
階
で
は
い
ま
だ
全
体
像
に
対
す

る
理
解
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

卦
画
は
陽
交
と
陰
交
の
組
合
せ
に
よ
る
六
交
か
ら
成
る
。
卦
画
・

卦
名
・
卦
交
辞
の
内
容
は
、
今
本
・
吊
書
本
・
阜
陽
本
と
比
較
し

て
、
若
干
の
字
句
の
異
同
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
同

一
で
あ
る
。
ま
た
、
楚
簡
『
周
易
』
に
は
、
易
伝
の
類
は
含
ま
れ

て
い
な
い
。

な
お
、
楚
簡
『
周
易
』
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
論
文
、
お

よ
び
簡
吊
研
究
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
研
究
報
告
に

つ
い
て
は
、

(
3
)
に
お
け
る
⑨
近
藤
論
文
に
よ
く
整
理
さ
れ
て
い
る
。

(
3
)
主
要
釈
文
・
注
釈
・
研
究

①
磨
名
春
「
楚
簡
《
周
易
》
校
釈
記
（
）
」
（
『
周
易
研
究
』
ニ

0
0
四
年
第
三
期
、
二

0
0
四
年
六
月
）

②
庖
名
春
「
楚
簡
《
周
易
》
校
釈
記
（
二
）
」
（
『
周
易
研
究
』
ニ

0
0
四
年
第
五
期
、
二

0
0
四
年
十
月
）

③
劉
大
鉤
「
今
、
吊
、
竹
書
《
周
易
》
疑
難
卦
交
辞
及
其
今
、
古

(4) 



文
緋
析
（
一
）
」
（
『
周
易
研
究
』
二

0
0
四
年
第
五
期
、
二

O

0
四
年
十
月
）

④
劉
大
鉤
「
今
、
吊
、
竹
書
《
周
易
》
疑
難
卦
交
辞
及
其
今
、
古

文
辮
析
（
二
）
」
（
『
周
易
研
究
』
二

0
0
四
年
第
六
期
、
二

O

0
四
年
十
二
月
）

⑤
劉
大
鉤
「
今
、
吊
、
竹
書
《
周
易
》
疑
難
卦
交
辞
及
其
今
、
古

文
緋
析
（
三
）
」
（
『
周
易
研
究
』
二

0
0
五
年
第
一
期
、
二

O

0
五
年
二
月
）

⑥
姜
広
輝
「
上
博
蔵
楚
竹
書
《
周
易
》
中
特
殊
符
号
的
意
義
」
（
簡

吊
研
究
網
姑
、
二

0
0
四
年
五
月
十
六
日
）

⑦
李
尚
信
「
楚
竹
書
《
周
易
》
中
的
特
殊
符
号
与
卦
序
問
題
」
（
『
周

易
研
究
』
二

0
0
四
年
第
三
期
、
二

0
0
四
年
六
月
）

⑧
張
桂
光
「
楚
竹
書
《
周
易
》
卦
序
略
議
」
（
張
桂
光
『
古
文
字
論

集
』
中
華
書
局
、
．
二

0
0
四
年
十
月
）

⑨
近
藤
浩
之
「
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
『
周
易
』
の
「
首
符
」

「
尾
符
」
」
（
『
中
国
哲
学
』
北
海
道
中
国
哲
学
会
、
第
三
十
三

号
、
二

0
0
五
年
三
月
）

⑩
大
野
裕
司
「
『
周
易
』
蒙
卦
新
解
ー
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書

『
周
易
』
厖
卦
に
見
る
犬
の
民
俗
ー
」
（
『
中
国
哲
学
』
北
海
道

中
国
哲
学
会
、
第
三
十
三
号
、
二

0
0
五
年
三
月
）

⑪
劉
大
鉤
『
今
、
吊
、
竹
書
《
周
易
》
綜
考
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
0
0
五
年
八
月
）

⑫
磨
名
春
「
楚
簡
《
周
易
》
遮
卦
六
二
交
辞
新
釈
」
（
『
周
易
研
究
』

二
0
0
五
年
第
四
期
、
二

0
0
五
年
八
月
）

⑬
謝
向
栄
「
試
論
楚
竹
書
《
周
易
》
紅
黒
符
号
対
卦
序
与
象
数
的

統
合
意
義
」
（
『
周
易
研
究
』
二

0
0
五
年
第
四
期
、
二

0
0
五

年
八
月
）

⑭
房
振
三
「
竹
書
《
周
易
》
彩
色
符
号
初
探
」
（
『
周
易
研
究
』
ニ

0
0
五
年
第
四
期
、
二

0
0
五
年
八
月
）

(5) 



く卦名対照表＞

阜陽周易 吊書本「繋辞」 吊書本 楚簡本 今本

鍵 鍵 言乾 1

JI I JI I 鱈坤 2

脆 肺 屯 鱈屯3

翠幸 厖 匿蒙4

嬬 襦 葎 5 

容 圭nム八 吾p八ム 弄訟 6

市 師 師 市 星師7

比 比 比 比 琵比 8

小蓄 少荻 幸三辺ヽ 畜 9

履 履 證 言履 10

奈 昌泰 11

婦 婦 言否 12

同人 同人 言同人 13

大有 大有 大有 ［大有］ 言大有 14

晩 晩 廉 詞謙 15
豫 余 餘 多 匪豫 16

隋 隋 隋 陵 言随 17

＾ 回 皿車 星盛 18

林 林 林 旦臨 19
観 観 観 言観20

壁間 筵蓋・筑間 巫研去皿 匿喧喧 21

緊 匿買22

僕 剥 鱈剥 23

復 復 復 廷,μ 鱈復24

元亡 元孟 元孟 亡忘 亘元妄25

大畜 泰蓄 大坦 亘大畜26

願 願 願 亘願27

大過 大過 泰過 言大過28

習籟 匪吹 29

離 羅 羅 言離30

欽 欽 言咸 31

恒 恒 刃 醒恒32
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今本 楚簡本 吊書本 吊書本「繋辞」 阜陽周易

33遮言 膵 橡 橡

34大升士晉 泰壮 大荘•大林・ロ壮

35晉匪 滑

36明夷匿 明夷 明口

37家人匿 家人 家人

38瞑匿 揆 乖 諄

39窟醒 評 塞 窟

40解醒 癖 解

41損亘 損 損 損

42益冒 益 益

43央言 央 央

44垢言 敏 狗 詢・句

45莱匿 嘩 卒

46升匿 登 登 登

47困 困 困

48井亘 が井 井 井 井

49 革 勒

50鼎亘 鼎 鼎

51震匿 辰

52艮垂 艮 根 艮

53漸言 漸 漸

54蹄妹晉 帰妹 蹄妹

55豊言 豊 豊

56旅言 遮 旅 旅

57巽匿 算

58兌匿 奪 説

59換匿 弊 涙 奥

6 0 研艮P 幸奎 節 研艮n

61中学言 中復

62小過垂 小指 少過 □過

（辛賢）

63既清匿 ［既渭］ 既清 既齋

64未清言 未凄 未清 未齋

(7) 



『
中
弓
』
（
ち
ゅ
う
き
ゅ
う
）

(
1
)
書
誌
情
報

書
名
は
、
第
十
六
簡
の
背
面
に
記
さ
れ
た
篇
題
「
中
弓
」
に
よ

る
。
「
中
」
は
「
仲
」
の
初
文
。
仲
弓
は
、
孔
門
十
哲
の
ひ
と
り
と

し
て
知
ら
れ
る
再
薙
の
字
で
あ
る
。
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書

（
三
）
』
の
「
釈
文
考
証
」
（
李
朝
遠
氏
担
当
）
に
も
と
づ
き
、
書

誌
に
か
か
わ
る
概
要
を
以
下
に
記
す
。

現
存
簡
は
二
十
八
簡
、
整
簡
は
三
簡
（
第
八
簡
は
三
つ
の
断
簡

を
綴
合
、
第
十
簡
•
第
二
十
三
簡
は
二
つ
の
断
簡
を
綴
合
）
、
他
の

二
十
五
簡
は
断
簡
。
整
簡
の
全
長
は
四
十
七

cm
前
後
、
字
数
は
三

十
四

S
三
十
七
字
、
編
縄
は
上
・
中
・
下
三
編
、
第
一
編
縄
か
ら

簡
の
上
端
ま
で
の
距
離
は
約
0
•
八

c
m、
第
三
編
縄
か
ら
簡
の
下

端
ま
で
の
距
離
は
約
一
•
六

c
m、
第
一
編
縄
か
ら
第
二
編
縄
ま
で

の
距
離
は
約
二
十
三

cm
、
第
二
編
縄
か
ら
第
三
編
縄
ま
で
の
距
離

は
約
二
十
一
・
七
か
ら
二
十
三

cm
の
間
。
字
数
は
全
部
で
五
百
二

十
字
、
そ
の
中
に
合
文
十
六
、
重
文
四
が
含
ま
れ
る
。
な
お
、

文
義
に
関
連
が
認
め
ら
れ
、
字
体
も
合
致
す
る
が
、
『
中
弓
』
の
他

の
竹
簡
に
比
べ
て
字
間
が
狭
く
、
竹
簡
の
色
も
異
な
る
た
め
に
「
附

簡
」
と
さ
れ
た
断
簡
一
簡
（
二
十
四
字
）
が
あ
る
。

(
2
)
内
容
と
研
究
概
況

『
中
弓
』
の
釈
文
に
つ
い
て
は
、
「
簡
吊
研
究
」
網
姑
を
中
心
に

李
朝
遠
氏
の
釈
文
に
対
す
る
修
正
意
見
が
提
出
さ
れ
て
き
て
お
り
、

な
か
で
も
陳
剣
「
上
博
竹
書
《
仲
弓
》
篇
新
編
釈
文
（
稿
）
」
は
、

全
簡
に
わ
た
っ
て
再
検
討
を
加
え
、
残
簡
の
綴
合
や
釈
読
の
補
正

な
ど
従
う
べ
き
点
が
多
い
。
今
後
の
『
中
弓
』
解
読
は
、
陳
氏
の

釈
文
を
中
心
に
行
わ
れ
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
に

残
簡
の
綴
合
に
か
か
わ
る
陳
氏
の
修
正
案
を
示
し
て
お
く
（
【
】

の
算
用
数
字
は
竹
簡
番
号
、
／
は
前
後
の
簡
文
が
連
続
し
な
い
こ

と
を
示
す
）
。

【
1
】
/
【
4
】
ー
【
2
6
】
/
【

2
】
/
【
5
】
/
【
7
】
/

【
8
】
/
【

9
】
I

【
10
】
/
【
2
8
】
/
【
19
】
/
【
14
】

/

【
27
】
ー
【
15
】
/
【
1
8
】
/
【
1
7
】
ー
【

11
】
ー
【
1
3
】
/
【

6
】

ー
【
2
3
B
】
ー
【
2
3
A
】
/
【
24
】
ー
【
2
5
】
/
【
2
0
A
】
/
【
12
】

ー
【
2
1
】
/
【
22
】
/
【
1
6
正
背
】
／
【

3
】
／
【
2
0
B
】
/

【
附
簡
】

『
中
弓
』
は
大
部
分
が
断
簡
で
あ
り
、
篇
全
体
に
お
い
て
も
映

失
簡
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
内
容
の
把
握
は
き
わ
め
て
困

難
な
状
況
に
あ
る
。
た
だ
し
、
個
々
の
残
簡
か
ら
得
ら
れ
る
断
片

的
な
内
容
を
総
合
的
に
踏
ま
え
る
と
、
孔
子
と
仲
弓
と
の
問
答
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
内
容
は
す
べ
て
政
治
に

関
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
、
し
か
も
主
題
を
異
に
す
る
い
く
つ
か
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仲
弓
日
、
敢
問
、
総
政
何
先
。
【
5
】

[
仲
尼
日
]
‘
老
老
慈
幼
、
先
有
司
、
攀
賢
オ
、
宥

過
赦
罪
。
【
7
】
…
•
•
•

…
 ．．． 
罪
、
政
之
始
也
。

仲
弓
曰
、
若
夫
老
老
慈
幼
、
既
聞
命
突
。
夫
先
有

司
、
為
之
如
何
。

仲
尼
曰
、
夫
民
安
薔
而
重
遷
【
8
】
:
・
…
有
成
。

是
故
有
司
不
可
不
先
也
。

仲
弓
日
、
薙
也
不
敏
、
雖
有
賢
オ
、
弗
知
拳
也
。

敢
問
、
學
オ
【
9
】
如
之
何
゜

仲
尼
日
、
夫
賢
才
不
可
奔
也
。
拳
爾
所
知
。
爾
所

ワ・

不
知
、
人
其
舎
之
諸
゜

仲
弓
日
、
宥
過
赦
罪
、
則
民
可
灸
【
1
0
】
:
・
…

仲
尼
[
曰
]
【
邸
】
…
…
山
有
崩
ヽ
川
有
渇
ヽ
日
月

星
辰
猶
差
、
民
無
不
有
過
。
賢
者
□
【
1
9
】
…
…

『
中
弓
』

の
ま
と
ま
り
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
形
跡
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ

の
な
か
で
も
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
以
下
の
ご
と
く
『
論
語
』

子
路
篇
「
仲
弓
為
季
氏
宰
」
章
と
の
間
に
密
接
な
対
応
を
み
せ
る

一
群
の
残
簡
が
存
在
す
る
点
で
あ
る
。

曰
、
焉
知
賢
才
而
暴
之
。

日
、
翠
爾
所
知
。
爾
所
不
知
、
人
其
舎
諸
。

仲
弓
為
季
氏
宰
、
問
政
。

子
日
、
先
有
司
、
赦
小
過
、

『
論
語
』
子
路
篇

拳
賢
オ
。
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こ
う
し
た
現
象
は
、
『
論
語
』
対
応
部
分
が
そ
れ
以
外
の
部
分
と

は
異
な
る
来
源
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、

『
中
弓
』
の
成
立
過
程
を
考
察
す
る
上
に
―
つ
の
手
が
か
り
を
与

え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
論
語
』
対
応
部
分
以
外
の
竹
簡
の
大
部
分
は
、
相
互
の
関
係

が
不
明
で
あ
り
、
『
中
弓
』
篇
の
全
体
構
成
に
つ
い
て
は
十
分
に
把

握
し
難
い
。
た
だ
し
【
1
】
【

4
】【

26
】
に
み
え
る
以
下
の
部
分

は
、
季
桓
子
の
宰
と
な
っ
た
仲
弓
が
、
孔
子
に
政
治
に
つ
い
て
の

助
言
を
求
め
る
内
容
で
あ
り
、
こ
れ
に
続
く
一
連
の
問
答
の
場
面

設
定
と
し
て
の
機
能
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
【
1
】
の
竹
簡
は

上
端
が
完
存
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
か
ら
『
中
弓
』
の
冒
頭
簡
で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

「
中
（
仲
）
尼
」

「
孔
＝
（
孔
子
）
」

「
而
（
爾
）
」

「
女
（
汝
）
」

1
1

他
の
部
分

II
『
論
語
』
対
応
部
分

『
中
弓
』
の
他
の
部
分
に
は
、
『
論
語
』
を
含
む
伝
存
文
献
と
の
対

応
は
み
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、

以
下
の
ご
と
く
、
『
論
語
』
対
応
部
分
と
そ
れ
以
外
の
部
分
と
の
間

に
孔
子
に
対
す
る
呼
称
や
第
二
人
称
の
人
称
代
詞
の
用
字
に
相
違

が
認
め
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

季
桓
子
、
仲
弓
を
し
て
宰
と
為
さ
し
む
。
仲
弓
以
て
孔
子
に

告
げ
て
日
く
「
季
氏
…
…
廂
を
し
て
宰
夫
の
後
に
従
わ
し
む
。

は

ず

か

し

め

の

こ

菰
や
童
愚
な
れ
ば
吾
子
に
羞
を
胎
す
こ
と
を
恐
る
。
願
わ

く
ば
吾
子
に
因
り
て
治
め
ん
」
と
。
孔
子
日
く
「
薙
、
汝
…

こ
の
部
分
は
、
先
に
示
し
た
『
論
語
』
子
路
篇
「
仲
弓
為
季
氏

宰
」
章
の
冒
頭
「
仲
弓
、
季
氏
の
宰
と
為
り
て
、
政
を
問
う
」
を

敷
術
し
た
形
と
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
『
論
語
』
に
比
べ
て
は
る

か
に
入
念
な
表
現
が
と
ら
れ
て
い
る
。
「
願
わ
く
ば
吾
子
に
因
り
て

治
め
ん
」
と
の
仲
弓
の
発
言
は
、
季
氏
の
宰
と
し
て
の
仲
弓
の
政

治
が
、
孔
子
の
意
を
う
け
て
実
践
さ
れ
る
こ
と
を
明
言
し
た
も
の

で
あ
り
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
季
氏
の
宰
と
し
て
の
仲
弓
は
、
政

治
に
関
す
る
孔
子
の
発
言
を
引
き
出
す
装
置
と
し
て
機
能
し
て
い

る
。
『
中
弓
』
の
冒
頭
部
分
を
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
な
ら
ば
、
こ

れ
以
後
に
展
開
さ
れ
る
孔
子
と
仲
弓
と
の
問
答
は
、
言
わ
ば
政
治

論
の
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
『
中
弓
』
の
残
簡
を
分
析
し
て
み
る
と
、

以
下
の
ご
と
く
『
論
語
』
対
応
部
分
に
認
め
ら
れ
た
民
の
統
治
・

教
化
に
か
か
わ
る
言
説
が
、
他
の
残
簡
に
も
少
な
か
ら
ず
見
い
だ

さ
れ
る
こ
と
に
気
付
く
。
『
論
語
』
対
応
部
分
以
外
に
見
え
る
「
民
」

字
を
含
む
竹
簡
を
綴
合
部
分
も
あ
わ
せ
て
掲
げ
る
と
以
下
の
通
り

(10) 



•
…
…
仲
弓
日
く
「
敢
え
て
民
の
務
め
を
問
う
」
孔
子
日
く
「
善

き
か
な
、
以
て
教
う
る
に
足
る
を
問
え
り
。
君
…
・
:
（
【
2
7
】

【

15】
)

•
…
…
刑
政
は
緩
め
ず
、
徳
教
は
倦
ま
ず
」
仲
弓
日
く
「
此
の

お

し

え

み

ち

び

三
者
の
若
き
は
、
既
に
命
を
聞
け
り
。
敢
え
て
問
う
、
民
を
道

の

き
徳
を
興
す
は
如
何
せ
ん
」
孔
子
日
く
「
之
を
申
べ
、
…
…

之
を
服
し
、
緩
や
か
に
施
し
て
之
を
遜
力
す
。
唯
だ
孝
徳
有

り
て
、
其
…
…
」
(
【

17
】【

11
】
【
1
3
】
)

・
…
…
上
下
相
報
ゆ
る
に
忠
を
以
て
す
れ
ば
、
則
ち
民
は
歓
び

て
教
を
承
け
、
口
を
害
す
る
者
は
不
…
・
:
（
【
2
2
】
)

こ
の
よ
う
に
民
の
統
治
・
教
化
と
い
う
主
題
は
『
論
語
』
対
応

部
分
の
み
な
ら
ず
、
『
中
弓
』
全
体
に
お
け
る
中
心
的
な
主
題
の
一

つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

上
述
の
ご
と
く
、
『
中
弓
』
は
す
べ
て
が
残
簡
で
あ
る
た
め
、
竹

簡
綴
合
や
排
列
お
よ
び
そ
れ
に
か
か
わ
る
釈
読
の
問
題
が
研
究
の

中
心
的
位
置
を
占
め
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
綴
合
・
排
列
案
が
提

出
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
そ
の
中
に
は
、
綴
合
復
原
し
た
簡
長
が
、

他
の
整
簡
か
ら
推
定
さ
れ
て
い
る
簡
長
を
十

cm
以
上
も
超
過
し
て

到
底
成
立
し
得
な
い
も
の
や
、
上
述
し
た
呼
称
や
用
字
の
面
か
ら

首
肯
し
難
い
も
の
な
ど
、
未
だ
臆
測
の
域
を
出
な
い
例
も
散
見
さ

で
あ
る
。

れ
る
。
し
た
が
っ
て
今
後
は
、
提
出
さ
れ
た
見
解
の
妥
当
性
を
慎

重
に
吟
味
し
た
釈
文
の
校
定
作
業
が
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

(
3
)
主
要
釈
文
・
注
釈
・
研
究

①
陳
剣
「
上
博
竹
書
《
仲
弓
》
篇
新
編
釈
文
（
稿
）
」
（
「
簡
吊
研
究
」

網
姑
、
二

0
0
四
年
四
月
十
八
日
）

②
李
鋭
「
《
仲
弓
》
新
編
」
（
「
孔
子
2
0
0
0
」
網
姑
、
二

0
0
四
年

四
月
二
十
二
日
）

③
福
田
哲
之
「
上
博
楚
簡
『
中
弓
』
に
お
け
る
説
話
の
変
容
ー
『
論

語
』
子
路
篇
「
仲
弓
為
季
氏
宰
」
章
と
の
比
較
を
中
心
に
ー
」

（
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
三
十
六
号
、
二

0
0
四
年
十
二
月
）

④
摩
名
春
「
楚
簡
《
仲
弓
》
与
《
論
語
・
子
路
》
仲
弓
章
読
記
」

（
『
淮
陰
師
範
学
院
学
報
』
二

0
0
五
年
第
一
期
）

⑤
堤
福
林
「
上
博
簡
《
仲
弓
》
疏
証
」
（
『
孔
子
研
究
』
二

0
0
五

年
第
二
期
）

⑥
趙
柄
清
「
上
博
簡
三
《
仲
弓
》
的
編
聯
及
講
釈
」
（
「
簡
吊
研
究
」

網
姑
、
二

0
0
五
四
年
四
月
十
日
）

⑦
陳
偉
「
竹
書
《
仲
弓
》
詞
句
試
解
（
三
則
）
」
（
「
簡
吊
研
究
」
網

姑
、
二

0
0
五
年
八
月
十
五
日
）

（
福
田
哲
之
）
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『
恒
先
』
（
こ
う
せ
ん
）

(
1
)
書
誌
情
報

竹
簡
全
十
三
簡
で
、
第
五
簡
と
第
十
三
簡
の
下
端
に
若
干
の
残

欠
が
あ
る
が
、
文
字
に
は
全
く
欠
損
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
竹

簡
の
長
さ
は
約
三
十
九
•
四

c
m前
後
で
、
編
綾
は
三
道
、
文
字
数

は
五
百
十
字
で
あ
る
。
第
三
簡
の
背
に
「
恒
先
」
と
篇
題
が
記
さ

れ
る
。
釈
文
は
李
零
氏
が
担
当
し
て
い
る
。
竹
簡
の
排
列
に
関
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
組
み
替
え
案
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
李
零
氏
の

排
列
が
妥
当
性
を
持
つ
こ
と
は
、
ほ
ぼ
承
認
し
て
良
い
と
考
え
ら

れ
る
。

(
2
)
内
容
と
研
究
概
況

『
恒
先
』
に
は
、
独
自
の
宇
宙
生
成
論
が
記
さ
れ
る
。
宇
宙
の

始
原
と
さ
れ
て
い
る
の
は
「
恒
」
で
あ
る
。
第
一
簡
の
冒
頭
に
は

「
恒
先
」
と
記
さ
れ
る
が
、
「
恒
」
が
宇
宙
の
始
原
そ
の
も
の
を
表

す
語
で
、
「
先
」
は
「
恒
」
の
時
期
を
表
す
語
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
恒

先
」
は
、
「
恒
と
い
う
始
原
の
段
階
の
時
期
」
と
の
意
味
で
あ
る
。

『
恒
先
』
の
作
者
は
、
「
恒
先
無
」
と
、
「
恒
」
な
る
原
初
の
時

期
に
は
、
世
界
は
無
だ
っ
た
の
だ
が
、
質
と
静
と
虚
の
三
者
だ
け

は
、
最
初
か
ら
存
在
し
て
い
た
と
語
る
。
最
初
は
微
小
だ
っ
た
質
・

静
•
虚
の
三
者
は
、
や
が
て
膨
張
し
始
め
る
。
大
質
・
大
静
•
大

虚
へ
と
増
長
し
た
三
者
は
、
無
の
中
に
封
じ
込
め
ら
れ
た
ま
ま
の

現
状
に
不
満
を
抱
き
、
「
恒
」
か
ら
の
脱
出
を
図
る
。
そ
の
結
果
と

し
て
、
「
恒
」
の
時
期
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
「
或
」
な
る
時
期
が

発
生
し
た
と
さ
れ
る
。
原
初
の
世
界
で
あ
る
「
恒
」
と
、
後
発
の

世
界
で
あ
る
「
或
」
を
設
定
し
、
「
恒
」
と
「
或
」
二
つ
の
時
期
、

二
つ
の
世
界
の
対
比
で
、
宇
宙
の
生
成
や
世
界
の
基
本
構
造
を
説

明
す
る
と
こ
ろ
に
、
『
恒
先
』
の
最
大
の
特
色
が
あ
る
。

『
恒
先
』
の
作
者
は
、
「
有
或
焉
有
氣
。
有
氣
焉
有
有
」
と
、
「
或
」

の
段
階
に
入
っ
て
か
ら
気
が
発
生
し
た
と
述
べ
る
。
そ
の
説
明
に

よ
れ
ば
、
「
氣
是
自
生
」
「
氣
是
自
生
自
作
」
と
、
気
は
何
者
か
を

母
と
し
て
生
じ
た
の
で
は
な
く
、
自
分
で
生
じ
、
自
分
で
動
き
回

る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
「
恒
莫
生
氣
」
「
恒

氣
之
生
、
不
獨
有
典
也
」
と
、
「
恒
」
は
気
の
発
生
に
何
ら
関
与
し

て
い
な
い
と
さ
れ
る
。

静
虚
か
ら
生
じ
て
き
た
直
後
の
気
は
、
「
為
一
若
寂
、
夢
夢
静
同
」

と
、
ま
だ
混
沌
た
る
状
態
で
分
化
し
て
い
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。

「
或
」
と
気
は
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
の
で
、
「
未
或
明
、
未
或

滋
生
」
と
、
「
或
」
も
ま
た
混
沌
•
未
分
化
の
状
態
に
あ
っ
た
と
語

ら
れ
る
。

続
い
て
『
恒
先
』
は
、
「
或
」
の
世
界
に
万
物
が
生
じ
て
き
た
状

況
を
記
述
す
る
。
「
或
」
そ
の
も
の
が
「
恒
」
に
自
得
で
き
ず
に
「
恒
」

か
ら
離
脱
し
て
き
た
以
上
、
「
或
」
の
世
界
に
生
ず
る
者
た
ち
も
、
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同
様
の
行
動
を
取
る
。
そ
こ
で
「
昏
昏
不
寧
、
求
其
所
生
」
と
の

発
生
動
機
も
、
「
自
厭
不
自
忍
、
或
作
」
と
す
る
「
或
」
の
発
生
動

機
と
同
じ
性
格
を
示
す
。
こ
の
よ
う
に
、
現
状
に
対
す
る
不
満
・

鬱
屈
を
万
物
発
生
の
動
機
と
す
る
点
は
、
『
恒
先
』
の
特
色
と
し
て

興
味
深
い
。

『
恒
先
』
は
宇
宙
生
成
論
を
述
べ
た
後
に
、
人
類
の
誕
生
を
問

題
に
し
、
人
類
発
生
以
前
に
は
世
界
に
は
善
や
治
だ
け
が
あ
っ
て
、

混
乱
な
ど
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
言
う
。
こ
の
よ
う
に
『
恒
先
』

の
作
者
は
、
人
類
の
存
在
を
明
確
に
悪
と
規
定
す
る
。

『
恒
先
』
と
『
老
子
』
と
『
太
一
生
水
』
の
間
に
は
、
多
く
の

共
通
性
が
見
ら
れ
る
。
第
一
は
、
そ
の
思
想
が
宇
宙
の
始
原
か
ら

説
き
起
こ
し
て
、
現
今
の
人
間
社
会
の
在
り
方
を
批
判
す
る
と
い

う
、
宇
宙
生
成
論
と
文
明
批
判
を
接
合
し
た
構
造
を
備
え
る
点
で

あ
る
。
第
二
は
、
『
恒
先
』
も
『
老
子
』
も
、
宇
宙
の
始
原
を
「
無
」

と
規
定
す
る
点
で
あ
る
。
『
太
一
生
水
』
は
宇
宙
の
始
原
を
「
無
」

だ
と
明
言
は
し
な
い
が
、
「
太
一
」
の
み
が
存
在
し
た
原
初
の
段
階

で
は
、
天
地
・
万
物
が
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
実
質

的
に
は
宇
宙
の
始
原
は
「
無
」
だ
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
に

な

ろ

う

。

'

第
三
は
、
『
恒
先
』
の
「
恒
」
、
『
太
一
生
水
』
の
「
太
一
」
、
『
老

子
』
の
「
道
」
の
三
者
が
、
極
め
て
良
く
似
た
性
格
を
示
す
点
で

あ
る
。
こ
れ
ら
三
者
は
、
い
ず
れ
も
宇
宙
の
始
原
で
あ
る
と
同
時

に
、
万
物
発
生
後
の
現
今
の
世
界
を
も
背
後
で
統
括
す
る
、
宇
宙

の
主
宰
者
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
三
者
は
、
宇
宙
の
絶
対

神
と
も
称
す
べ
き
存
在
な
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

上
天
•
上
帝
が
持
つ
人
格
神
的
要
素
は
極
力
稀
薄
化
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
点
で
三
者
は
共
通
し
た
性
格
を
示
す
の
で
あ
る
。

第
四
は
、
『
恒
先
』
『
太
一
生
水
』
『
老
子
』
の
三
者
が
、
そ
れ

ぞ
れ
「
恒
」
「
太
一
」
「
道
」
と
い
っ
た
宇
宙
の
主
宰
者
を
立
て
な

が
ら
、
「
天
道
」
を
理
法
化
す
る
天
道
思
想
を
、
自
己
の
体
系
の
中

に
肯
定
的
に
組
み
込
ん
で
い
る
点
で
あ
る
。
第
五
は
、
『
恒
先
』
『
太

一
生
水
』
『
老
子
』
と
も
に
、
強
大
・
満
盈
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る

人
間
の
作
為
を
強
く
批
判
す
る
点
で
あ
る
。
第
六
は
、
『
恒
先
』
と

『
老
子
』
が
、
と
も
に
万
物
へ
の
命
名
を
論
ず
る
認
識
論
的
視
点

を
持
つ
点
で
あ
る
。

『
恒
先
』
『
太
一
生
水
』
『
老
子
』
の
三
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
恒
」

「
太
一
」
「
道
」
を
宇
宙
の
主
宰
者
と
す
る
、
独
自
の
宇
宙
生
成
論

を
提
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
三
者
の
間
に
は
、
先
行
す
る
い

ず
れ
か
の
影
響
を
受
け
て
、
他
の
二
つ
が
そ
の
亜
流
と
し
て
形
成

さ
れ
た
と
い
っ
た
、
顕
著
な
影
響
関
係
は
見
出
だ
せ
な
い
。

こ
れ
ま
で
我
々
が
利
用
で
き
た
先
秦
の
道
家
思
想
の
文
献
は
、

ほ
と
ん
ど
『
老
子
』
と
『
荘
子
』
に
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

『
老
子
』
が
道
家
思
想
の
始
祖
と
目
さ
れ
、
多
く
の
場
合
、
道
家

思
想
は
す
べ
て
『
老
子
』
を
始
原
と
し
て
展
開
し
発
展
し
て
き
た
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(
3
)
主
要
釈
文
・
注
釈
・
研
究

①
浅
野
裕
一
「
上
博
楚
簡
《
恒
先
》
的
道
家
特
色
」
（
『
戦
国
楚
簡

研
究
』
萬
巻
楼
・
二

0
0
四
年
十
二
月
）

②
浅
野
裕
一
「
上
博
楚
簡
『
恒
先
』
の
道
家
的
特
色
」
（
『
早
稲
田

大
学
長
江
流
域
文
化
研
究
所
年
報
』
第
三
号
・
ニ

0
0
五
年
）

③
李
学
勤
「
楚
簡
《
恒
先
》
首
章
釈
義
」
（
『
中
国
哲
学
史
』
二

o
o

四
年

0
三
期
）

④
塞
名
春
「
上
博
蔵
楚
竹
書
《
恒
先
》
新
釈
」
（
『
中
国
哲
学
史
』

二
0
0
四
年

0
三
期
）

⑤
李
鋭
「
”
汽
是
自
生
“
~
冒
先
》
独
特
的
宇
宙
論
」
（
『
中
国
哲

学
史
』
二

0
0
四
年

0
三
期
）

⑥
丁
四
新
「
有
元
之
辮
和
汽
的
思
想
ー
楚
簡
《
亘
先
》
首
章
哲
学

釈
義
」
（
『
中
国
哲
学
史
』
二

0
0
四
年

0
三
期
）

⑦
郭
斉
勇
「
《
恒
先
》
ー
道
法
家
形
名
思
想
的
侠
篇
」
（
『
江
漢
論
叢
』

二
0
0
四
年

0
八
期
）

⑧
隣
万
耕
「
楚
竹
書
《
恒
先
》
簡
説
』
（
『
斉
魯
学
刊
』

年

0
一
期
）

1
0
0
五

と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
相
次
ぐ
戦
国
楚
簡
の
発
見
に
よ
っ
て
、

『
恒
先
』
『
太
一
生
水
』
『
老
子
』
の
三
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の

宇
宙
生
成
論
を
掲
げ
て
戦
国
前
期
に
並
立
し
て
い
た
状
況
が
浮
か

び
上
が
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

『
彰
祖
』
（
ほ
う
そ
）

⑨
劉
胎
群
「
《
恒
先
》
三
題
」
（
『
文
史
哲
』
二

0
0
五
年

0
一
期
）

（
浅
野
裕
一
）

(
1
)

書
誌
情
報

竹
簡
全
八
枚
。
ほ
ぼ
完
簡
と
認
め
ら
れ
る
の
は
三
枚
で
、
簡
長

は
約
五
十
三
セ
ン
チ
。
他
五
簡
は
残
簡
。
簡
端
は
平
斉
で
、
三
道

編
綬
。
総
字
数
は
二
九
一
字
。
篇
題
は
な
く
、
「
影
祖
」
と
は
内
容

か
ら
命
名
し
た
仮
称
で
あ
る
。

竹
簡
の
配
列
に
つ
い
て
は
、
第
一
簡
が
内
容
か
ら
判
断
し
て
全

体
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
、
ま
た
、
第
八
簡
の
文
末
に

墨
鉤
が
あ
り
以
下
留
白
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第
八
簡
が
全

体
の
末
尾
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
竹
簡
の
接
続
に
つ
い

て
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
三
）
』
の
釈
文
（
李
零
氏
担
当
）

は
、
第
一
簡
と
第
二
簡
、
第
七
簡
と
第
八
簡
と
を
連
続
す
る
も
の

と
し
て
解
釈
し
て
い
る
が
、
他
の
四
簡
に
つ
い
て
は
前
後
の
接
続

不
明
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
第
三
簡
か
ら
第
六
簡
ま
で

は
あ
く
ま
で
仮
に
配
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(
2
)
内
容
と
研
究
概
況

本
資
料
は
、
他
の
楚
簡
の
多
く
が
儒
家
系
文
献
で
あ
る
と
推
定
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さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
伝
世
の
道
家
系
文
献
や
道
教
伝
承
の
中

に
登
場
す
る
「
影
祖
」
が
話
者
と
な
っ
て
い
る
点
に
大
き
な
特
色

を
有
す
る
。

こ
れ
ま
で
、
影
祖
に
つ
い
て
は
、
帝
顕
項
の
曾
孫
ま
た
は
玄
孫

で
、
七
百
歳
あ
る
い
は
八
百
歳
の
長
寿
を
保
っ
た
人
物
と
す
る
の

が
通
説
で
あ
り
、
ま
た
影
祖
伝
承
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
も
と
も

と
国
名
ま
た
は
部
族
名
で
あ
っ
た
も
の
が
個
人
名
へ
と
変
化
し
、

さ
ら
に
後
世
、
不
老
長
生
伝
承
が
付
加
さ
れ
た
と
い
う
点
で
、
お

お
よ
そ
の
共
通
理
解
が
な
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
、
国
名
か
ら
人
物

名
へ
の
変
化
が
な
ぜ
生
じ
た
の
か
、
ま
た
長
生
者
あ
る
い
は
神
仙

で
あ
る
と
の
伝
説
が
ど
の
よ
う
に
し
て
付
加
さ
れ
た
の
か
、
な
ど

は
大
き
な
謎
と
さ
れ
て
き
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
上
博
楚
簡
『
影
祖
』
に
お
い
て
は
、
「
君
」
た

る
影
祖
と
「
臣
」
た
る
考
老
と
が
君
臣
問
答
を
展
開
し
て
い
る
。

し
か
も
、
そ
の
会
話
の
内
容
は
、
天
・
地
・
人
の
あ
り
方
、
特
に

後
半
で
は
人
倫
・
人
道
の
重
要
性
で
あ
り
、
影
祖
が
人
物
と
し
て

設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
そ
し
て
、
個
人
の
不
老

長
生
や
房
中
養
生
な
ど
の
要
素
は
皆
無
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
『
影
祖
』
は
、
国
名
か
ら
個
人
名
へ
と
い
う
影
祖
伝

承
の
展
開
の
上
で
、
極
め
て
興
味
深
い
位
置
に
あ
る
と
言
え
る
の

で
あ
る
。
「
彰
祖
」
自
身
は
明
ら
か
に
「
君
」
と
い
う
個
人
と
し
て

捉
え
ら
れ
る
一
方
、
そ
こ
で
説
か
れ
て
い
る
の
は
国
家
の
長
生
だ

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
国
名
か
ら
個
人
名
へ
と
い
う
影

祖
伝
承
の
転
換
点
に
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
影
祖
は
後
世
、
「
老
影
」
「
影
老
」
の
よ
う
に
老
子
と
連

称
さ
れ
、
影
祖
が
老
子
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
「
道
」
の
体
得
者
と

し
て
重
視
さ
れ
た
り
、
両
者
が
混
同
さ
れ
る
と
い
っ
た
現
象
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
、
影
祖
が
驚
異
的
な
長
生
を
保
っ

た
と
さ
れ
た
り
、
神
仙
家
・
房
中
家
と
捉
え
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と

と
関
係
す
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
上
博
楚
簡
『
影
祖
』
に
は
、
「
慎

終
」
を
説
き
、
こ
と
さ
ら
な
作
為
を
否
定
し
、
素
朴
な
心
身
の
あ

り
方
を
重
視
し
、
も
の
ご
と
の
「
長
久
」
を
願
う
な
ど
、
『
老
子
』

の
思
想
と
の
関
連
性
が
高
い
。
こ
の
こ
と
も
、
後
に
影
祖
が
老
子

と
連
称
ま
た
は
混
同
さ
れ
て
い
く
―
つ
の
要
因
に
な
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
。

な
お
、
本
文
献
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
主
要
研
究
の
①

を
御
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

(
3
)
主
要
釈
文
・
注
釈
・
研
究

①
湯
浅
邦
弘
「
上
博
楚
簡
『
影
祖
』
に
お
け
る
「
長
生
」
の
思
想
」

（
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
三
十
七
号
、
二

0
0
五
年
六
月
）

②
李
鋭
「
《
彩
祖
》
補
釈
」
（
「
簡
吊
研
究
」
網
姑
、
二

0
0
四
年

四
月
十
九
日
）

③
趙
柄
清
「
上
博
簡
一

《
影
祖
》
補
釈
」
（
「
簡
吊
研
究
」
網
姑
、

(15) 



『
采
風
曲
目
』
（
さ
い
ふ
う
き
ょ
く
も
く
）

二
0
0
五
年
一
月
二
十
六
日
）

④
孟
蓬
生
「
《
彰
祖
》
字
義
疏
證
」
（
「
簡
吊
研
究
」
網
姑
、
二

O

0
五
年
六
月
二
十
一
日
）

（
湯
浅
邦
弘
）

(
1
)
書
誌
情
報

『
采
風
曲
目
』
は
古
代
中
国
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
宮
・
商
・

角
・
徴
•
羽
（
現
在
の
異
同
調
の
ド
・
レ
・
ミ
・
ソ
・
ラ
に
あ
た

る
）
の
五
音
階
の
う
ち
の
宮
・
商
・
徴
•
羽
の
四
音
階
の
音
名
と

そ
れ
ぞ
れ
に
属
す
る
歌
謡
の
曲
目
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
篇
題

は
み
ら
れ
ず
、
「
采
風
曲
目
」
と
い
う
書
名
は
内
容
に
も
と
づ
く
仮

称
で
あ
る
。
残
存
竹
簡
は
六
簡
で
、
い
ず
れ
も
残
峡
し
て
い
る
。

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
四
）
』
の
釈
文
（
馬
承
源
氏
担
当
）

に
も
と
づ
き
、
竹
簡
の
残
存
状
況
を
記
す
と
以
下
の
ご
と
く
で
あ

る。
な
お
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
四
）
』
（
三
頁
）
の
図
版

に
よ
れ
ば
、
最
長
の
簡
は
第
五
簡
で
あ
る
の
に
対
し
、
釈
文
に
示

さ
れ
た
簡
長
で
は
第
三
簡
が
最
長
と
な
す
、
図
版
と
の
間
に
棚
甑

を
生
じ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
第
三
簡
の
簡
長
の
記
載
に
誤
り
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
取
り
敢
え
ず
釈
文

の
数
値
を
そ
の
ま
ま
提
示
し
た
。

【
第
一
簡
】
上
端
は
残
映
、
下
端
は
平
斉
完
存
、
長
さ
四
十
六
・

六
皿
、
現
存
三
十
五
字

【
第
二
簡
】
上
段
と
下
段
と
を
接
続
。
上
段
は
上
下
と
も
残
映
、

長
さ
二
十
三
・
七

cm
、
現
存
十
七
字
下
段
は
上
が
残

鋏
、
下
端
は
平
斉
完
存
。
長
さ
は
二
十
ニ
・
八

cmo

現
存
十
五
字
。
上
下
段
を
合
計
す
る
と
長
さ
四
十
六
．

五

cm
、
三
十
二
字
（
完
存
三
十
一
字
）

【
第
三
簡
】
上
端
は
残
峡
、
下
端
は
平
斉
完
存
、
長
さ
五
十
六
．

-cm
、
現
存
三
十
六
字

【
第
四
簡
】
上
端
は
残
映
、
下
端
は
平
斉
完
存
、
長
さ
四
十
六
．

五

cm
、
現
存
三
十
四
字
（
完
存
三
十
三
字
）

【
第
五
簡
】
上
端
は
残
鋏
、
下
端
は
平
斉
完
存
。
長
さ
五
十
四
・

五

cm
、
現
存
十
字

【
第
六
簡
】
上
端
は
残
跛
、
下
端
は
平
斉
完
存
。
長
さ
四
十
六
・

五

cm
、
現
存
五
字

原
則
と
し
て
曲
目
の
後
に
短
横
の
符
号
が
付
さ
れ
て
お
り
、
第

一
簡
は
宮
、
第
二
簡
は
商
、
第
三
簡
は
徴
、
第
四
簡
は
羽
の
音
階

の
音
名
と
そ
れ
に
属
す
る
曲
目
が
記
さ
れ
、
第
五
簡
•
第
六
簡
は

曲
目
の
み
で
、
そ
の
後
が
文
字
の
な
い
留
白
と
な
っ
て
い
る
。
こ
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う
し
た
状
況
か
ら
『
采
風
曲
目
』
は
、
音
階
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の

音
名
と
そ
れ
に
属
す
る
曲
目
が
簡
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
、
第
五
簡
．

第
六
簡
は
い
ず
れ
か
の
音
階
の
音
名
に
属
す
る
曲
目
の
末
簡
と
推

定
さ
れ
る
。

(
2
)
内
容
と
研
究
概
況

『
采
風
曲
目
』
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
葉
珊
（
北
京
大
学
考
古
文

博
学
院
）
「
読
《
上
博
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
四
）
》
雑
記
」
《
采
風
曲
目
》

（
「
簡
吊
研
究
」
網
姑
、
二

0
0
五
年
二
月
二
十
日
）
に
よ
っ
て
、

重
要
な
修
正
案
が
提
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
概
要
を
以
下
に

紹
介
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
第
一
簡
に
み
え
る
「
又
絞
」
「
又
文
又
絞
」
、
第
二
簡
に

み
え
る
「
又
絞
」
に
つ
い
て
、
董
氏
は
、
こ
れ
ら
の
共
通
す
る
用

語
は
い
ず
れ
も
曲
目
の
後
に
付
さ
れ
て
お
り
、
馬
氏
の
釈
文
の
ご

と
く
曲
目
あ
る
い
は
そ
の
一
部
と
は
見
な
し
が
た
い
こ
と
を
指
摘

し
、
『
礼
記
』
楽
記
、
『
楚
辞
』
大
招
、
『
文
選
』
馬
融
「
長
笛
賦
」

の
李
善
注
な
ど
の
検
討
か
ら
、
こ
れ
ら
は
曲
目
の
演
奏
に
関
す
る

指
示
語
で
あ
り
、
「
又
文
」
の
「
文
」
は
「
鼓
楽
節
奏
」
を
指
し
「
又

（
有
）
文
」
と
は
鼓
楽
伴
奏
付
き
、
「
又
絞
」
の
「
絞
」
は
「
衆
人
和

声
」
を
指
し
「
又
（
有
）
絞
」
と
は
合
唱
付
き
を
意
味
す
る
と
推
測

し
て
い
る
。

つ
ぎ
に
董
氏
は
、
「
宮
穆
」
「
評
商
」
「
徴
和
」
「
羽
請
」
の
ご
と

く
、
宮
・
商
・
徴
•
羽
の
四
つ
の
音
階
の
前
後
に
付
さ
れ
た
綴
詞

の
意
味
に
つ
い
て
個
別
に
検
討
を
加
え
、
曾
侯
乙
編
鐘
銘
に
表
示

さ
れ
た
音
階
の
前
後
綴
詞
と
の
関
連
や
『
淮
南
子
』
天
文
訓
の
記

述
な
ど
に
よ
っ
て
、
音
名
の
解
読
を
試
み
て
い
る
。
そ
の
考
証
は

い
ず
れ
も
首
肯
す
べ
き
点
が
多
く
参
考
に
値
す
る
が
、
第
一
簡
の

「
宮
枕
《
君
壽
》
」
の
「
枕
」
を
「
祝
」
と
釈
し
て
《
祝
君
壽
》
を

曲
名
と
し
、
そ
の
前
に
付
さ
れ
た
音
階
「
宮
」
を
「
無
後
綴
」
と

解
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
確
認
し
得
る
他
の
音
名
は
す
べ
て
音
階

の
前
か
後
に
綴
詞
が
あ
り
、
し
か
も
宮
の
場
合
は
す
べ
て
後
綴
詞

で
あ
る
こ
と
、
「
枕
」
を
「
祝
」
と
釈
す
る
点
に
つ
い
て
な
お
検
討

の
余
地
が
残
さ
れ
る
こ
と
、
《
君
壽
》
を
曲
名
と
解
し
て
と
く
に
問

題
は
生
じ
な
い
こ
と
な
ど
、
董
氏
の
見
解
に
は
い
く
つ
か
の
疑
点

が
指
摘
さ
れ
、
む
し
ろ
「
宮
枕
」
を
音
名
と
解
す
る
馬
氏
の
釈
文

に
一
定
の
妥
当
性
を
認
め
得
る
よ
う
で
あ
る
。

董
氏
は
さ
ら
に
五
つ
の
曲
目
に
つ
い
て
、
釈
読
の
補
足
•
修
正

を
加
え
て
お
り
、
例
え
ば
第
四
簡
「
経
羽
之
白
也
」
を
音
名
・
曲

目
と
解
し
て
「
緋
羽
《
之
白
也
》
」
と
す
る
馬
氏
の
釈
文
に
対
し
、

す
べ
て
を
曲
目
と
解
し
て
《
縞
（
鷺
）
羽
之
白
也
》
に
修
正
す
る
見

解
な
ど
、
い
ず
れ
も
従
う
べ
き
点
が
多
い
。

馬
承
源
氏
の
釈
文
を
も
と
に
董
珊
氏
の
見
解
を
踏
ま
え
て
補
訂

を
加
え
、
各
簡
に
み
ら
れ
る
音
名
（
音
階
•
前
後
綴
詞
）
・
曲
目
を

一
覧
表
に
ま
と
め
る
と
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

(17) 



竹 簡

“ 
曲 目

第一簡 宮

第二簡 商

〈
福
田
図
（
釆
風
曲
目
）
〉

第三簡 徴

第四簡 F40 

F
4
 

第五 郎？

第六簡 不明

和（後綴）
不明

趨（前綴）
肝（前綴）
躾（後綴）
不明
躾（後綴）

不明

《子奴思我》
《碩人》又文又絞
《喪之末》
《疋竺月》《埜又策》《出門己東》
《君壽》
《廿酉丸（緻）人》《母過吾門》《不寅之腫》
《要丘》又絞《梁言不従》《豊又酉（酒）》

《高木》
《雅佳図》
《牧人》《葛人》《露亡》《霞氏》《城上生之葦》
《道之遠ホ》《良人亡不宜也》《伯也遺映》

《睦應Jj之賓》
《元儀也》《縞（鷺）羽之白也》

《子之賤奴》
《北埜人》《募虎》《咎比》《王音深浴（谷）》
『~-~-"

丘免》
匝酎配君母死》

、四之》《絃信然》

『
采
風
曲
目
』
の
残
簡
中
に
五
音
の
う
ち
の
角
が
見
い
だ
さ
れ

な
い
点
に
つ
い
て
、
馬
承
源
氏
は
、
角
に
か
か
わ
る
残
簡
は
早
い

時
期
に
散
侠
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
、
そ
れ
と
の
関
連
か

ら
、
残
簡
に
は
裏
の
竹
青
面
に
別
種
の
著
作
の
内
容
を
記
し
た
も

の
が
あ
り
、
本
篇
は
も
と
も
と
完
全
な
形
の
も
の
で
は
な
く
、
楚

の
宮
廷
に
お
け
る
正
式
な
保
存
文
書
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
を
指

摘
し
て
い
る
。
一
方
、
董
珊
氏
は
『
采
風
曲
目
』
に
宮
・
商
・
徴
・

羽
の
四
音
が
残
存
す
る
点
と
曾
侯
乙
編
鐘
銘
辞
が
角
以
外
の
宮
・

商
・
徴
•
羽
を
「
四
基
」
と
す
る
点
と
の
共
通
性
を
指
摘
し
て
お

り
、
曾
国
が
楚
の
文
化
圏
に
属
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
楚
の

音
楽
に
は
宮
・
商
・
徴
•
羽
を
中
心
と
す
る
特
有
の
音
律
が
存
在

し
た
可
能
性
も
考
慮
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
第
五
簡
の
音
階
名
と
見

な
さ
れ
る
「
郎
」
に
つ
い
て
、
董
氏
は
特
殊
な
音
階
名
称
と
位
置

付
け
「
存
疑
待
考
」
と
す
る
が
、
こ
の
「
郎
」
が
楚
に
お
け
る
角

の
別
名
で
あ
る
可
能
性
も
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

ま
た
馬
承
源
氏
は
『
采
風
曲
目
』
と
現
存
の
『
詩
経
』
と
の
関

係
に
つ
い
て
、
曲
目
と
篇
名
と
の
合
致
は
第
一
簡
の
「
碩
人
」
と

『
詩
経
』
衛
風
・
碩
人
と
の
一
例
に
と
ど
ま
る
が
、
「
碩
人
」
の
語

は
他
に
衛
風
・
考
槃
や
郡
風
・
簡
分
に
も
み
え
、
さ
ら
に
鄭
風
の

「
野
有
蔓
草
」
の
語
と
第
一
簡
の
曲
目
「
埜
又
策
」
、
周
南
の
「
膠

木
」
の
語
と
第
二
簡
の
曲
目
「
高
木
」
と
に
関
連
が
み
ら
れ
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
詩
経
』
と
の
関
連
が
認
め

(18) 



(
1
)
書
誌
情
報

『
逸
詩
』
は
「
交
交
鳴
嬬
」
四
簡
と
「
多
薪
」
一
簡
と
の
二
篇
、

計
六
簡
の
残
簡
か
ら
な
る
。
い
ず
れ
も
竹
簡
中
に
篇
名
は
見
ら
れ

『
逸
詩
』
（
い
っ
し
）

ら
れ
る
曲
目
が
三
曲
に
と
ど
ま
り
、
し
か
も
そ
の
う
ち
の
曲
は

文
字
に
異
同
を
有
し
て
、
対
応
関
係
に
な
お
疑
問
の
余
地
が
残
る

こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
『
采
風
曲
目
』
の
大
部
分
は
『
詩
経
』
に
み

ら
れ
な
い
逸
詩
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。
逸
詩
の
存

在
は
、
す
で
に
『
左
伝
』
や
『
国
語
』
を
は
じ
め
と
す
る
伝
世
文

献
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
『
采
風
曲
目
』
は
後

述
す
る
『
逸
詩
』
二
篇
と
と
も
に
、
戦
国
期
に
多
数
の
逸
詩
が
存

在
し
た
こ
と
を
具
体
的
に
示
す
資
料
と
し
て
重
要
な
意
義
を
有
し

て
い
る
。

(
3
)
主
要
釈
文
・
・
注
釈
・
研
究

①
董
珊
「
読
《
上
博
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
四
）
》
雑
記
」
（
「
簡
吊
研
究
」

網
姑
、
二

0
0
五
年
二
月
二
十
日
）

②
楊
澤
生
「
読
《
上
博
四
》
札
記
」
（
「
簡
吊
研
究
」
網
姑
、
二

O

0
五
年
三
月
六
日
）

（
福
田
哲
之
）

ず
、
「
交
交
鳴
嬬
」
は
詩
章
の
首
句
に
よ
り
、
「
多
薪
」
は
詩
章
が

不
完
全
な
た
め
詩
意
に
よ
る
仮
称
で
あ
る
。

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
四
）
』
の
釈
文
（
馬
承
源
氏
担

当
）
に
も
と
づ
き
、
各
篇
の
書
誌
情
報
を
記
す
と
以
下
の
ご
と
く

で
あ
る
。

①
「
交
交
鳴
醤
」

【
第
一
簡
】
上
・
下
端
と
も
に
残
跛
、
長
さ
二
十
四
・
七

cm
、
現

存
二
十
一
字

【
第
二
簡
】
上
端
は
残
鋏
、
下
端
は
平
斉
完
存
、
長
さ
二
十
三
・

-cm
、
現
存
二
十
二
字
（
重
文
一
を
含
む
）

【
第
三
簡
】
上
端
は
残
映
、
下
端
は
平
斉
完
存
、
長
さ
二
十
七

cm
、

現
存
二
十
五
字
（
重
文
一
を
含
む
）

【
第
四
簡
】
上
端
は
残
映
、
下
端
は
平
斉
完
存
、
、
長
さ
二
十
五
・

八

cm
、
現
存
二
十
六
字
（
残
鋏
字
一
字
を
含
む
）

符
号
は
、
第
二
簡
•
第
三
簡
•
第
四
簡
に
そ
れ
ぞ
れ
―
つ
、
計

三
つ
認
め
ら
れ
、
い
ず
れ
も
章
の
末
尾
に
位
置
す
る
。
た
だ
し
、

第
二
簡
と
第
三
簡
の
二
つ
は
小
点
で
あ
る
の
に
対
し
、
第
四
簡
は

逆
三
角
形
の
「
▼
」
の
ご
と
き
形
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
最
初
の
二

つ
は
章
末
、
最
後
の
つ
は
篇
末
を
示
す
符
号
と
見
な
さ
れ
る
。

②
「
多
薪
」

【
第
一
簡
】
上
端
は
残
映
、

下
端
は
ほ
ぼ
完
存
、
長
さ
二
十
•
三
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十
三

cm
、

cm
、
現
存
二
十
三
字
（
重
文
四
を
含
む
）

【
第
二
簡
】
上
端
は
残
跛
、
下
端
は
平
斉
完
存
、
長
さ

現
存
二
十
一
字
（
重
文
四
を
含
む
）

符
号
は
、
第
二
簡
に
二
つ
認
め
ら
れ
る
。
―
つ
は
「
莫
如
松
梓
」

句
末
の
短
横
符
号
、
他
の
―
つ
は
本
文
末
尾
に
付
さ
れ
た
「
レ
」

の
ご
と
き
形
体
の
符
号
で
あ
る
。

釈
文
は
「
莫
如
松
梓
」
句
末
の
符
号
を
句
読
符
号
と
し
て
表
示

す
る
が
、
「
多
薪
」
の
残
存
十
二
句
の
う
ち
「
莫
如
松
梓
」
句
と
篇

末
句
と
を
除
く
十
句
に
符
号
は
な
く
、
「
莫
如
松
梓
」
句
の
み
に
句

読
符
号
が
付
さ
れ
た
理
由
を
見
い
だ
し
が
た
い
。
「
莫
如
松
梓
」
句

末
の
符
号
を
観
察
す
る
と
、
符
号
の
位
置
は
「
莫
如
松
梓
」
の
「
梓
」

字
の
後
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
れ
に
続
く
次
句
「
多
―
―
人
＝
（
多

人
多
人
）
」
の
「
多
」
字
の
上
に
近
接
し
て
付
さ
れ
て
お
り
、
し
か

も
「
多
」
の
右
下
に
付
さ
れ
た
重
文
符
号
の
点
画
と
酷
似
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
「
莫
如
松
梓
」
句
末
の
符
号

は
句
読
符
号
で
は
な
く
、
重
文
符
号
の
第
一
画
の
誤
写
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
「
レ
」
の
符
号
は
そ
の
後
が
文
字
の
な
い
留
白
と
な
っ
て

お
り
、
畳
詠
形
式
に
よ
る
詩
章
の
構
成
や
詩
意
の
面
か
ら
も
、
レ

が
篇
末
を
示
す
符
号
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

(
2
)
内
容
と
研
究
概
況

①
「
交
交
鳴
緯
」

「
交
交
鳴
醤
」
は
畳
詠
形
式
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
残
簡
の
相
互

比
較
に
よ
っ
て
、
三
章
が
復
原
さ
れ
る
。
馬
氏
の
釈
文
に
も
と
づ

き
諸
家
の
見
解
を
参
考
に
作
成
し
た
復
原
本
文
・
訓
読
文
を
以
下

に
掲
げ
る
。
な
お
、
釈
文
は
便
宜
上
、
可
能
な
限
り
通
行
の
文
字

を
用
い
、
重
文
も
通
常
の
表
記
に
改
め
た
。
ま
た
、
章
の
番
号
は

あ
く
ま
で
も
便
宜
的
な
も
の
で
あ
り
、
全
体
の
章
数
は
不
明
で
あ

る
。
本
文
中
の
漢
数
字
は
竹
簡
番
号
、
[
]
は
補
釈
字
、
口
は
不

明
字
、
▲
は
押
韻
字
を
示
す
。

[
復
原
本
文
]

▲
 

1
[
交
交
鳴
腐
集
干
中
]
梁▲
 

懐
悌
君
子
若
玉
若
英▲
 

君
子
相
好
以
自
為
長

倦
豫
是
好
-
[
唯
心
是
口▲
 

間
闊
母
心
司
]
皆
華
皆
英▲

 

2
交
交
鳴
綜
集
千
中
渚

?

？

▲

 

懐
悌
君
子
若
豹
若
虎

君
予

U
恒
好
以
自
為
口
]

▲
 

懐
豫
是
好
唯
心
是
輿▲
 

間
闊
思
司
皆
上
皆
下
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3

交
交
と
鳴
く
緯

懐
悌
の
君
子

君
子
相
い
好
し

中
泄
に
集
ま
る

口
の
若
く
貝
の
若
し

以
て
自
ら
慧
と
為
す

▲
 

3

交
交
鳴
嬬
集
干
中
満

懐
＝
―
[
悌
君
子
若
□
匿
貝

君
子
相
好
以
自
為
慧A
 

憔
豫
是
好
唯
心
是
勘A
 

間
闊
恩
司
皆
小
皆
大
四

[
訓
読
文
]

1
交
交
と
鳴
く
緯

懐
悌
の
君
子
・

君
子
相
い
好
し

惜
豫
是
れ
好
し

間
関
た
る
母
心
司

2
交
交
と
鳴
く
嬬

憔
悌
の
君
子

君
子
相
い
好
し

懐
豫
是
れ
好
し

間
関
た
る
母
心
司

中
梁
に
集
ま
る

玉
の
若
く
英
の
若
し

以
て
自
ら
長
と
為
す

唯
だ
心
是
れ
口

と
も

華
と
皆
に
英
と
皆
に

中
渚
に
集
ま
る

豹
の
若
く
虎
の
若
し

以
て
自
ら
口
と
為
す

と
も

唯
だ
心
是
れ
与
に
す

上
と
皆
に
下
と
皆
に

次
に
第
三
章
•
第
四
句
「
若
□
圏
貝
」

の
不
明
字
を
取
り
上
げ

釈
読
に
つ
い
て
は
、
現
在
「
簡
吊
研
究
」
網
姑
を
中
心
に
多
く

の
見
解
が
提
出
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
最
終
的
に
は
そ
れ

ら
を
総
合
し
て
最
も
妥
当
な
釈
文
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ

こ
で
は
取
り
敢
え
ず
、
釈
文
中
に
口
で
示
し
た
三
字
の
不
明
字
に

か
か
わ
る
磨
名
春
氏
・
季
旭
昇
氏
の
見
解
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

不
明
三
字
の
う
ち
、
ま
ず
押
韻
字
で
あ
る
第
一
章
•
第
八
句
末

字
と
第
二
章
•
第
六
句
末
字
の
二
字
を
取
り
上
げ
る
。
「
交
交
鳴
質
」

の
押
韻
は
、
第
一
章
陽
部
、
第
二
章
魚
部
、
第
三
章
月
部
の
隔
句

韻
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
一
章
「
唯
心
是
口
」
お
よ

び
第
二
章
「
以
自
為
口
」
の
映
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
陽
部
押
韻
字
、

魚
部
押
韻
字
に
限
定
さ
れ
、
句
意
と
の
関
係
か
ら
候
補
は
一
定
の

範
囲
に
絞
ら
れ
る
。
膠
名
春
氏
・
季
旭
昇
氏
の
推
定
は
そ
れ
ぞ
れ

以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

第
一
•
第
八
句
「
唯
心
是
口
」
•
•
…
•
摩
名
春
「
向
」
・
季
旭

昇
「
匡
」

第
二
章
•
第
六
句
「
以
自
為
口
」
…
…
廂
名
春
「
雅
」
・
季
旭

昇
「
禦
」

懐
豫
是
れ
好
し
唯
だ
心
是
れ
励
ま
す

間
関
た
る
思
司
小
と
皆
に
大
と
皆
に
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こ
の
他
に
も
各
章
第
九
句
の
「
恩
司
」
の
解
釈
な
ど
、
な
お
釈

読
に
見
解
の
一
致
を
み
な
い
点
が
あ
り
、
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題

も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
「
交
交
と
鳴
く
腐
」
と
の
興
に
よ
っ
て

詠
い
お
こ
し
、
「
玉
」
「
英
」
や
「
豹
」
「
虎
」
な
ど
の
比
喩
を
用

い
て
「
君
子
」
の
品
性
や
威
厳
を
称
え
た
こ
の
詩
が
、
『
詩
経
』
三

百
篇
に
匹
敵
す
る
す
ぐ
れ
た
表
現
を
も
つ
点
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ

共
通
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

②
「
多
薪
」

「
多
薪
」
は
残
存
簡
が
二
簡
に
と
ど
ま
る
た
め
、
詩
章
の
構
成

に
つ
い
て
十
分
に
把
握
し
難
い
が
、
畳
詠
形
式
を
も
つ
篇
末
の
三

章
と
そ
の
前
に
位
置
し
た
別
の
形
式
を
も
つ
章
の
末
尾
二
句
の
復

原
が
可
能
で
あ
る
。
末
尾
の
三
章
に
つ
い
て
は
、
）
と
に
第
一

第
一
―
•
第
四
句
「
若
□
圏
貝
」
…
…
磨
名
春
「
珠
」
・
季
旭

昇
「
金
」

る
。
「
貝
」
の
前
の
残
映
字
が
「
若
」
で
あ
る
こ
と
は
他
章
と
の
比

較
か
ら
推
定
さ
れ
、
残
鋏
字
の
形
体
も
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
不
明
字
は
第
一
章
•
第
四
句
「
若
玉
若
英
」
、
第
二

章
•
第
四
句
「
若
豹
若
虎
」
と
の
関
連
と
「
貝
」
と
の
共
通
性
か

ら
、
宝
貨
を
い
う
語
で
あ
っ
た
と
見
な
さ
れ
る
。
庖
名
春
氏
・
季

旭
昇
氏
の
推
定
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

3

薪
多
く
薪
多
き
も
、
口
口
に
如
く
は
莫
し

1
…
…
 

2

薪
多
く
薪
多
き
も
、

人
多
く
人
多
き
も
、

蒻
葦
に
如
く
は
莫
し

兄
弟
に
如
く
は
莫
し

兄
と
弟
と
、
鮮
し
我
ら
二
人

[
訓
読
文
]
▲

〇

4
多
薪
多
薪
、
莫
如
松
梓

▲

〇

多
人
多
人
、
莫
如
同
父
母

▲
 

3

多
薪
多
薪
、
莫
如
□
口

▲

〇

多
人
多
人
]
‘
莫
如
同
生

▲

〇

2

多
薪
多
薪
、
莫
如
醤
葦

▲

〇

多
人
多
人
、
莫
如
兄
-
[
弟

句
と
第
三
句
、
第
二
句
と
第
四
句
の
末
字
が
押
韻
す
る
交
韻
の
状

況
が
認
め
ら
れ
る
。
以
下
に
復
原
本
文
を
示
す
（
釈
文
の
表
記
等

は
「
交
交
鳴
腐
」
と
同
様
）
。

[
復
原
本
文
]

1
…
…
 

兄
及
弟
洪
、
鮮
我
二
人
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4

薪
多
く
薪
多
き
も
、

人
多
く
人
多
き
も
、

松
梓
に
如
く
は
莫
し

父
母
を
同
じ
く
す
る
に
如
く
は
莫
し

第
三
章
•
第
二
句
の
末
尾
二
字
は
跛
失
に
よ
り
不
明
で
あ
る
が
、

第
二
章
•
第
二
句
の
「
蒻
葦
」
が
水
辺
の
ア
シ
の
類
で
あ
り
、
第

三
章
•
第
二
句
の
「
松
梓
」
が
樹
木
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
三
章
・

第
二
句
は
そ
の
中
間
に
位
置
す
る
植
物
で
あ
っ
た
と
見
な
さ
れ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
摩
名
春
氏
は
、
『
管
子
』
地
員
篇
に
み
え
る
十
二

種
の
植
物
の
植
生
に
か
か
わ
る
記
述
を
根
拠
に
「
i

粛
絆
」
を
補
入

し
、
句
末
の
「
詳
」
字
が
第
四
句
末
の
「
生
」
字
と
同
じ
く
耕
部

に
属
す
る
こ
と
か
ら
、
押
韻
面
に
お
い
て
も
そ
の
妥
当
性
が
裏
付

け
ら
れ
る
と
す
る
。

ま
た
磨
氏
は
「
墨
子
以
”
長
松
・
文
梓
“
為
楚
地
標
志
性
的
良

木
、
更
是
這
種
尊
崇
松
梓
観
念
的
反
映
」
と
述
べ
て
、
第
四
章
・

第
二
句
の
「
松
梓
」
と
楚
と
の
関
連
を
指
摘
し
、
「
多
薪
」
が
楚
で

作
成
さ
れ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

庖
氏
が
指
摘
す
る
『
墨
子
』
の
語
は
公
輸
篇
に
「
荊
の
地
、
方

五
千
里
、
宋
の
地
、
方
五
百
里
。
此
れ
猶
お
文
軒
の
蔽
辮
に
与
け

る
が
ご
と
き
な
り
。
…
…
荊
に
長
松
・
文
梓
・
梱
相
・
豫
章
あ
り
、

宋
に
長
木
無
し
、
此
れ
猶
お
錦
繍
の
短
褐
に
与
け
る
が
ご
と
き
な

り
」
と
み
え
、
楚
王
に
会
見
し
た
墨
子
が
、
強
大
で
資
源
に
も
恵

人
多
く
人
多
き
も
、
生
を
同
じ
く
す
る
に
如
く
は
莫
し

ま
れ
た
楚
が
、
弱
小
で
資
源
に
乏
し
い
宋
を
攻
め
る
こ
と
は
、
盗

癖
に
も
似
た
愚
行
で
あ
る
こ
と
を
説
く
た
め
に
、
「
宋
に
長
木
無
し
」

と
の
対
比
か
ら
楚
に
あ
る
大
木
を
列
挙
し
た
部
分
に
あ
た
る
。
し

た
が
っ
て
楚
に
「
松
梓
」
が
存
在
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、

「
長
松
」
「
文
梓
」
は
あ
く
ま
で
も
高
木
の
な
い
宋
と
の
対
比
か
ら

「
梱
相
」
「
豫
章
」
な
ど
と
と
も
に
例
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
摩

氏
の
ご
と
く
「
松
梓
」
を
「
楚
地
標
志
性
的
良
木
」
と
見
な
し
得

る
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

「
多
薪
」
は
映
失
に
よ
り
、
内
容
を
十
分
に
把
握
し
難
く
、
興

と
し
て
の
「
薪
」
の
機
能
や
上
述
し
た
「
蒻
葦
」
「
松
梓
」
と
の
関

係
な
ど
、
詩
句
の
解
釈
に
つ
い
て
な
お
多
く
の
問
題
が
残
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
主
題
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
残
存
部
か
ら
推
測

に
す
ぎ
な
い
が
、
兄
弟
の
き
づ
な
の
か
け
が
え
の
な
さ
を
歌
う
詩

と
推
測
さ
れ
、
わ
ず
か
に
兄
弟
二
人
の
身
内
と
な
っ
た
兄
が
弟
を

戒
め
る
主
題
を
も
っ
『
詩
経
』
鄭
風
、
揚
之
水
な
ど
と
の
関
連
も

考
慮
さ
れ
る
。

(
3
)

主
要
釈
文
・
注
釈
・
研
究

①
摩
名
春
「
楚
簡
《
逸
詩
・
交
交
鳴
烏
》
補
釈
」
（
「
簡
吊
研
究
」

網
姑
、
二

0
0
五
年
二
月
十
二
日
）

②
摩
名
春
「
楚
簡
《
逸
詩
•
多
薪
》
補
釈
」
（
「
簡
吊
研
究
」
網
姑
‘

0
0
五
年
二
月
十
二
日
）
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③
季
旭
昇
「
《
上
博
四
・
逸
詩
•
交
交
鳴
烏
》
補
釈
」
（
「
簡
吊
研

究
」
網
姑
、
二

0
0
五
年
二
月
十
五
日
）

④
李
鋭
「
読
上
博
四
札
記
(
-
)
」
（
「
簡
吊
研
究
」
網
姑
、
二

O

0
五
年
二
月
二
十
日
）

⑤
董
珊
「
読
《
上
博
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
四
）
》
雑
記
」
（
「
簡
吊
研
究
」

網
姑
、
二

0
0
五
年
二
月
二
十
日
）

⑥
楊
澤
生
「
読
《
上
博
四
》
札
記
」
（
「
簡
吊
研
究
」
網
姑
、
二

O

〇

二

月

六

日

）

（
福
田
哲
之
）

『
昭
王
毀
室
・
昭
王
異
襲
之
牌
』

（
し
ょ
う
お
う
き
し
つ
・
し
ょ
う
お
う
と
き
ょ
う
し
と
ん
と
）

(
1
)
書
誌
情
報

竹
簡
全
十
枚
。
完
簡
六
枚
、
残
簡
四
枚
。
簡
長
は
完
簡
の
場
合

四
三
．
三

S
四

四

二

cm
。
竹
簡
の
上
下
端
は
平
斉
で
三
道
編
綾
°

右
契
口
。

第
五
簡
途
中
に
墨
節
が
あ
り
、
明
ら
か
に
二
つ
に
分
節
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
ま
で
の
前
半
部
が
『
昭
王
毀
室
』
、
そ
こ
か
ら
後
が
『
昭

王
奥
襲
之
牌
』
。
名
称
は
と
も
に
内
容
に
基
づ
く
仮
称
で
あ
る
。
第

十
簡
末
尾
に
墨
鉤
が
あ
り
、
以
下
留
白
と
な
っ
て
い
る
。
字
数
は
、

『
昭
王
毀
室
』
一
九
六
、
『
昭
王
奥
襲
之
牌
』
一
九
二
、
の
計
三
八

八
字
。
釈
文
の
担
当
は
陳
楓
芥
氏
で
あ
る
が
、
竹
簡
の
断
裂
や
難

解
な
箇
所
が
あ
り
、
「
待
考
」
と
さ
れ
て
い
る
部
分
も
多
い
。

(
2
)
内
容
と
研
究
概
況

楚
の
昭
王
（
前
五
一
五

S
前
四
八
九
）
に
関
す
る
二
つ
の
説
話

か
ら
成
る
。
前
半
の
『
昭
王
毀
室
』
は
、
す
で
に
亡
く
な
っ
た
父

の
墓
に
こ
の
た
び
亡
く
な
っ
た
母
を
合
葬
（
合
骨
）
し
た
い
と
願

う
「
君
子
」
が
登
場
し
、
楚
の
昭
王
に
直
訴
す
る
と
い
う
内
容
で

あ
る
。
父
母
の
合
葬
と
い
え
ば
、
孔
子
の
事
例
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。

孔
子
は
母
が
亡
く
な
っ
た
際
、
そ
の
亡
骸
を
父
の
墓
の
あ
る
防
の
地

に
合
葬
し
た
と
い
う
。
ま
た
同
様
の
合
葬
に
ま
つ
わ
る
話
が
『
礼
記
』

や
『
晏
子
春
秋
』
に
も
見
え
る
。
父
母
の
墓
は
同
一
墓
地
内
に
あ

る
べ
し
と
の
意
識
が
前
提
と
し
て
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
こ
に
登
場
す
る
「
君
子
」
の
合
葬
に
対
す
る
意
識
、

お
よ
び
君
子
に
面
会
し
た
「
昭
王
」
の
対
応
に
は
、
他
の
資
料
に

は
見
ら
れ
な
い
特
色
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
君
子
の
願
い
が
極
め
て

率
直
で
あ
り
、
昭
王
も
ま
た
寛
大
に
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
い
る
点

で
あ
る
。
君
子
は
、
楚
王
の
築
い
た
宮
室
が
た
ま
た
ま
彼
の
父
を

埋
葬
し
た
墓
地
の
上
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
喪
服
に
身
を
包
ん
で

昭
王
に
面
会
し
よ
う
と
す
る
。
門
番
や
奏
上
の
取
り
次
ぎ
役
は
制

止
す
る
が
、
君
子
は
是
非
と
も
面
会
し
た
い
と
力
説
し
、
つ
い
に

昭
王
へ
の
直
訴
が
か
な
う
。
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一
方
、
昭
王
は
、
そ
の
こ
と
を
知
ら
ず
に
宮
室
を
立
て
て
し
ま

っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
直
ち
に
そ
の
非
を
悟
り
「
毀
室
」
を
命
ず

る
。
「
毀
室
」
と
は
、
君
子
の
願
い
を
聞
き
入
れ
た
昭
王
が
、
墓
地

の
上
に
築
い
て
し
ま
っ
た
宮
室
を
毀
し
た
と
い
う
結
末
を
意
味
し

て
い
る
。
こ
こ
に
は
死
者
に
対
す
る
昭
王
の
敬
意
が
読
み
取
れ
る

と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
父
母
の
合
葬
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
そ
こ
に
「
孝
」
や

「
仁
義
」
と
い
っ
た
儒
教
的
徳
目
が
介
在
し
な
い
点
も
大
き
な
特

色
で
あ
る
。
同
様
に
合
葬
の
説
話
を
掲
載
す
る
『
晏
子
春
秋
』
で

は
、
合
葬
の
願
い
を
聞
き
入
れ
な
い
斉
の
景
公
に
対
し
て
、
晏
嬰

が
「
仁
」
や
「
義
」
．
と
い
っ
た
倫
理
的
観
点
か
ら
説
得
を
試
み
、

景
公
が
そ
れ
を
渋
々
聞
き
入
れ
る
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
て
、

本
文
献
と
は
性
格
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
『
晏
子
春
秋
』
で
は
、

言
う
ま
で
も
な
く
晏
嬰
の
知
性
や
活
躍
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
の

に
対
し
て
、
本
文
献
で
は
、
聞
き
分
け
の
良
い
昭
王
に
焦
点
が
当

て
ら
れ
て
い
て
、
こ
こ
か
ら
「
孝
」
や
「
仁
」
「
義
」
と
い
っ
た
思

想
的
要
素
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

次
に
、
後
半
の
『
昭
王
輿
喪
之
牌
』
は
竹
簡
の
断
裂
も
あ
っ
て
、

文
意
を
読
み
取
り
づ
ら
い
が
、
や
は
り
楚
の
昭
王
と
喪
之
牌
と
い

う
人
物
に
ま
つ
わ
る
説
話
で
あ
る
。
「
襲
之
牌
」
（
き
ょ
う
し
と
ん
）

の
「
牌
」
字
は
「
雅
」
（
す
い
）
」
で
あ
る
と
い
う
異
説
も
提
出
さ

れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
昭
王
の
御
者
と
し
て
登
場
す

る
人
の
名
で
あ
り
、
か
つ
て
楚
が
呉
に
侵
攻
さ
れ
た
際
、
功
績
の

あ
っ
た
臣
下
の
子
で
あ
る
と
の
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
昭
王
は
こ

の
典
之
牌
の
態
度
に
つ
い
て
深
謀
遠
慮
か
ら
戒
め
た
、
と
い
う
の

が
お
お
よ
そ
の
粗
筋
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
こ
の
二
つ
の
説
話
に
は
、
「
卜
令
手
」
「
視
日
」
「
至
桶
」

「
大
手
」
な
ど
、
楚
の
官
名
・
役
職
名
と
思
わ
れ
る
特
殊
な
用
語

が
登
場
す
る
。
ま
た
、
僅
か
の
話
の
中
に
比
較
的
多
く
の
人
物
が

登
場
し
、
場
面
転
換
も
多
用
さ
れ
て
い
て
、
後
世
の
通
俗
小
説
や

語
り
物
の
ス
タ
イ
ル
を
努
盤
と
さ
せ
る
。
さ
ら
に
、
『
昭
王
輿
襲
之

牌
』
に
は
、
「
天
、
禍
を
楚
邦
に
加
え
、
号
翌
君
呉
王
、
郡
に
廷
至
し
、

楚
邦
の
良
臣
骨
を
暴
す
所
と
な
る
」
と
、
呉
楚
両
国
の
敵
対
関
係

を
説
く
箇
所
も
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
文
献
は
、
「
孝
」
「
仁
」
「
義
」
な
ど

の
倫
理
的
要
素
を
宣
揚
す
る
た
め
に
広
く
世
界
に
向
け
て
発
信
さ

れ
た
思
想
的
文
献
と
い
う
の
で
は
な
く
、
楚
の
王
、
太
子
あ
る
い

は
貴
族
な
ど
を
主
な
読
者
対
象
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
楚
の
在
地
性

の
文
献
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

(
3
)
主
要
釈
文
・
注
釈
・
研
究

①
蓋
珊
「
読
《
上
博
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
四
）
》
雑
記
」
（
「
簡
吊
研

究
」
網
姑
、
二

0
0
五
年
二
月
二
十
日
）

②
陳
剣
「
上
博
竹
書
《
昭
王
輿
襲
之
雅
》
和
《
束
大
王
泊
旱
》
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後
記
」
（
「
簡
吊
研
究
」
網
姑
、
二

0
0
五
年
二
月
十
五
日
）

③
孟
蓬
生
「
上
博
竹
書
（
四
）
間
詰
」
（
「
簡
吊
研
究
」
網
姑
、
ニ

0
0
五
年
三
月
六
日
）

④
陳
偉
「
関
干
楚
簡
「
祝
日
」
的
新
推
測
」
（
「
簡
吊
研
究
」
網
姑
、

二
0
0
五
年
三
月
六
日
）

⑤
魏
宜
輝
「
読
上
博
楚
簡
（
四
）
筍
記
」
（
「
簡
吊
研
究
」
網
姑
、

二
0
0
五
年
三
月
十
日
）

⑥
侯
乃
鋒
「
《
昭
王
与
襲
之
雅
》
第
九
簡
補
説
」
（
二

0
0
五
年
三

月
二
十
日
）

⑦
徹
志
慧
「
読
上
博
四
《
昭
王
毀
室
》
小
札
」
（
「
簡
吊
研
究
」
網

姑
、
二

0
0
五
年
三
月
二
十
四
日
）

⑧
楊
澤
生
「
《
上
博
四
》
札
記
」
（
「
簡
吊
研
究
」
網
姑
、
二

0
0

五
年
三
月
二
十
四
日
）

⑨
鄭
玉
婿
「
《
上
博
四
•
昭
王
毀
室
》
節
記
」
（
「
簡
吊
研
究
」
網

姑
、
二

0
0
五
年
三
月
三
十
一
日
）

⑩
苑
常
喜
「
読
《
上
博
四
》
札
記
四
則
」
（
「
簡
吊
研
究
」
網
姑
、

二
0
0
五
年
三
月
三
十
一
日
）

⑪
疸
常
喜
「
《
上
博
（
四
）
・
昭
王
与
襲
之
雅
》
簡
八
補
釈
」
（
「
簡

吊
研
究
」
網
姑
、
二

0
0
五
年
五
月
九
日
）

⑫
李
佳
興
「
《
昭
王
毀
室
》
中
的
淡
字
（
簡
三
）
」
（
「
簡
吊
研
究
」

網
姑
、
二

0
0
五
年
五
月
十
八
日
）

（
湯
浅
邦
弘
）

(
1
)
書
誌
情
報

竹
簡
全
二
十
三
枚
。
竹
簡
は
ほ
ぼ
完
簡
。
総
字
数
は
六
〇
一
字

で
、
そ
の
う
ち
合
文
が
三
、
重
文
が
五
。
竹
簡
の
形
状
は
、
簡
端

が
平
斉
、
簡
長
が
約
二
十
四
セ
ン
チ
、
簡
幅
が

o・
六
セ
ン
チ
、

簡
厚
が

o・
―
ニ
セ
ン
チ
。
両
道
編
綾
。
編
綾
部
の
切
れ
込
み
で

あ
る
契
口
の
位
置
は
各
簡
の
右
側
に
あ
り
、
上
端
か
ら
上
契
口
ま

で
が
七
．
五
セ
ン
チ
、
契
口
間
が
九
セ
ン
チ
、
下
契
口
か
ら
下
端

ま
で
が
七
．
五
セ
ン
チ
と
な
っ
て
い
る
。
竹
簡
の
文
字
は
、
各
簡

の
上
端
か
ら
下
端
ま
で
書
か
れ
て
お
り
、
留
白
部
分
が
な
い
。
字

数
は
二
十
四
S

二
十
七
で
あ
る
。
墨
釘
が
四
個
（
第
八
•
十
六
・
ニ

+
-
．
二
十
二
簡
）
確
認
さ
れ
て
い
る
。
篇
題
は
な
く
、
「
束
大
王

泊
旱
」
と
は
第
一
簡
の
第
一
句
か
ら
命
名
し
た
仮
称
だ
が
、
全
文

の
内
容
に
も
対
応
し
て
い
る
。

(
2
)
内
容
と
研
究
概
況

本
編
は
、
「
束
大
王
泊
亘
と
名
付
け
ら
れ
た
と
お
り
、
束
大
王

が
自
国
の
旱
魃
を
と
ど
め
よ
う
と
し
て
行
っ
た
卜
嫉
に
関
す
る
記

述
か
ら
始
ま
る
。
ま
ず
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
「
束
大
王
」
が

歴
史
記
録
上
で
確
認
し
う
る
、
ど
の
王
に
該
当
す
る
の
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
整
理
者
の
「
説
明
」

『
束
大
王
泊
旱
』
（
か
ん
だ
い
お
う
は
く
か
ん
）
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で
は
、
こ
の
「
束
大
王
」
と
い
う
呼
称
が
『
江
陵
望
山
沙
塚
楚
墓

竹
簡
』
（
望
山
楚
簡
）
に
も
見
ら
れ
、
望
山
楚
簡
の
釈
読
で
、
楚
の

簡
王
と
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
楚
の
簡
王
は
、

『
史
記
』
な
ど
の
記
述
か
ら
の
推
定
で
は
、
在
位
期
が
前
四
三
一

S
前
四

0
八
年
の
楚
国
第
十
七
代
目
の
王
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
「
束
」
と
「
簡
」
は
上
声
滑
韻
で
通
じ
る
。

こ
こ
で
、
『
束
大
王
泊
旱
』
の
内
容
を
、
膜
芋
左
氏
の
釈
読
に
沿

っ
て
紹
介
し
て
お
こ
う
。
話
は
、
王
が
郡
の
近
く
の
大
夏
と
い
う

地
で
楚
を
襲
っ
た
大
干
魃
が
止
む
よ
う
に
雨
乞
い
の
祭
祀
を
行
わ

ん
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
と
こ
ろ
が
、
祭
祀
を
始
め
よ
う

と
し
た
と
た
ん
、
王
は
に
わ
か
に
重
病
に
か
か
る
。
そ
こ
で
王
の

病
態
を
占
う
と
、
王
の
病
気
の
原
因
は
楚
の
祭
祀
対
象
に
な
っ
て

い
な
い
名
山
・
名
渓
の
祟
り
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
時
点

で
、
王
は
雨
乞
い
の
祭
祀
に
先
立
っ
て
、
自
ら
の
病
の
原
因
を
除

去
す
べ
く
、
名
山
•
名
渓
へ
の
祭
祀
を
行
お
う
と
す
る
。
し
か
し
、

臣
下
か
ら
「
楚
邦
に
常
有
り
。
故
に
楚
邦
の
鬼
神
の
主
の
為
に
す

る
も
、
敢
え
て
君
主
の
身
を
以
て
せ
ず
」
と
、
楚
国
に
は
常
法
が

あ
り
、
君
主
の
身
の
安
全
を
国
家
の
大
事
よ
り
も
優
先
し
て
は
な

ら
ず
、
そ
れ
に
背
く
と
上
帝
や
鬼
神
か
ら
罰
が
下
る
と
い
う
諫
言

が
出
る
。
王
は
そ
れ
で
も
名
山
・
名
渓
へ
の
祭
祀
を
優
先
し
よ
う

と
す
る
が
、
そ
の
祭
祀
が
う
ま
く
い
か
な
い
夢
を
見
る
。
そ
こ
で

新
た
に
「
太
宰
晋
侯
」
な
る
人
物
に
対
応
策
を
図
る
と
、
太
宰
は
、

上
帝
は
国
家
を
き
ち
ん
と
統
治
で
き
な
い
君
主
に
旱
魃
を
起
こ
し

て
天
罰
を
下
す
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
ず
は
郡
を
き
ち
ん
と
治
め
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
提
案
す
る
。
王
が
そ
の
と
お
り
に
郡
を
治
め

る
と
、
雨
が
降
っ
て
旱
魃
が
解
消
し
、
四
方
の
辺
境
ま
で
穀
物
が

よ
く
実
っ
た
と
い
う
。

『
束
大
王
泊
旱
』
は
、
以
上
の
よ
う
に
旱
魃
防
止
の
占
い
が
話

題
の
中
心
で
は
あ
る
が
、
細
か
く
見
れ
ば
、
国
家
統
治
と
旱
魃
の

関
係
に
関
す
る
議
論
と
、
国
家
の
大
事
と
王
の
身
の
大
事
の
ど
ち

ら
を
優
先
す
べ
き
か
と
い
う
議
論
の
、
二
つ
の
論
点
を
持
っ
て
い

る
。
ま
ず
、
国
家
統
治
と
旱
魃
の
関
係
と
い
う
論
点
に
お
い
て
は
、

上
帝
が
為
政
者
へ
の
刑
罰
と
し
て
旱
魃
を
下
す
と
い
う
典
型
的
な

天
人
相
関
思
想
に
基
づ
く
、
「
太
宰
」
と
束
大
王
と
の
対
話
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。
「
天
人
之
分
」
を
説
い
た
荀
子
の
前
に
存
在
し
た
戦

国
期
の
天
人
相
関
思
想
の
一
端
を
示
す
資
料
と
し
て
、
そ
の
視
点

か
ら
の
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
そ
れ
と
は
別
に
、
国
家
と
王
の
ど
ち
ら
を
優
先
す
る
の

か
と
い
う
論
点
も
あ
る
。
王
の
身
の
安
全
よ
り
も
旱
魃
へ
の
対
処

を
優
先
す
べ
き
だ
と
い
う
考
え
方
が
、
楚
の
常
法
だ
っ
た
と
さ
れ

る
。
国
家
の
主
権
者
は
王
そ
の
人
で
あ
る
と
す
る
絶
対
君
主
制
の

立
場
か
ら
す
れ
ば
、
当
然
な
が
ら
王
の
身
を
優
先
す
る
の
だ
ろ
う

が
、
『
束
大
王
泊
旱
』
で
は
、
こ
の
点
に
関
す
る
議
論
が
行
わ
れ
て

い
る
。
明
確
な
結
論
は
導
き
出
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
ど
ち
ら
か
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と
い
え
ば
、
王
個
人
の
身
よ
り
も
国
家
を
優
先
す
べ
き
だ
と
い
う

考
え
方
が
優
勢
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
こ
の
『
束
大
王

泊
旱
』
に
は
、
お
そ
ら
く
韓
非
子
の
主
張
と
始
皇
帝
の
出
現
に
よ

っ
て
確
立
し
た
絶
対
君
主
と
い
う
存
在
に
い
た
る
、
過
渡
期
的
な

国
家
観
•
君
主
観
・
統
治
観
の
有
様
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
中
国

古
代
政
治
思
想
史
の
再
検
討
に
当
た
っ
て
、
有
意
義
な
資
料
と
考

え
ら
れ
る
。
な
お
前
述
の
「
説
明
」
で
は
、
こ
の
『
東
大
王
泊
旱
』

の
内
容
に
つ
い
て
、
戦
国
期
に
お
け
る
「
軍
事
」
「
官
制
」
「
気
象
」

「
医
学
」
「
宗
教
」
に
関
わ
る
記
述
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
『
束
大
王
泊
旱
』
に
関
す
る
論
考
と
し
て
、
筆
者
が
確
認

し
え
て
い
る
も
の
は
、
(
3
)
に
示
す
よ
う
に
、
簡
吊
研
究
網
姑
に

見
ら
れ
る
も
の
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
個
別
の
語
句
や
字
義
に

関
す
る
札
記
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
③
陳
斯
鵬
「
《
束
大
王
泊

旱
》
編
聯
補
議
」
は
、
整
理
小
組
が
示
し
た
竹
簡
の
順
序
に
内
容

を
吟
味
し
た
上
で
異
論
を
唱
え
て
お
り
、
も
と
も
と
の
竹
簡
番
号

で
示
せ
ば
、

1
.
2
.
8
.
3
S
7
.
1
7
.
1
9
S
2
1
.
6
.
2
2
.

2
3
.
1
8
.
9
.
1
0
.
1
1
.
1
2
.
1
4
.
1
3
.
1
5
.
1
6
と
い
う
順
序
で

考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
た
し
か
に
管
見
し
た
と
こ
ろ
、

第
8
簡
が
、
第
2
簡
と
第
3
簡
の
間
に
入
る
の
は
妥
当
だ
と
考
え

ら
れ
、
今
後
の
『
束
大
王
泊
旱
』
に
対
す
る
研
究
で
は
、
竹
簡
の

並
び
替
え
に
関
す
る
複
数
の
試
論
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。

(
1
)
書
誌
情
報

書
名
は
、
第
一
簡
の
背
面
に
本
文
と
は
逆
向
き
に
か
か
れ
た
篇

題
「
内
豊
」
に
よ
る
。
「
豊
」
は
「
證
（
礼
）
」
の
初
文
で
あ
る
。
『
上

海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
四
）
』
は
原
表
記
に
従
い
「
内
豊
」
と

す
る
が
、
本
稿
で
は
便
宜
上
「
内
礼
」
と
表
記
す
る
。
『
上
海
博
物

『
内
豊
（
礼
）
』
（
な
い
れ
い
）

題
」
（
「
簡
吊
研
究
」

(
3
)
主
要
釈
文
・
注
釈
・
研
究

①
季
旭
昇
「
《
上
博
四
．
束
大
王
泊
旱
》

網
姑
、
二

0
0
五
年
二
月
十
二
日
）

②
陳
剣
「
上
博
竹
書
《
昭
王
輿
襲
之
雅
》
和
《
束
大
王
泊
旱
》

後
記
」
（
「
簡
吊
研
究
」
網
姑
、
二

0
0
五
年
二
月
十
五
日
）

③
陳
斯
鵬
「
《
束
大
王
泊
旱
》
編
聯
補
議
」
（
「
簡
吊
研
究
」
網
姑
、

二
0
0
五
年
三
月
十
日
）

④
劉
信
芳
「
竹
書
《
束
大
王
泊
旱
》
試
解
五
則
」
（
「
簡
吊
研
究
」

網
姑
、
二

0
0
五
年
三
月
十
四
日
）

⑤
工
藤
元
男
「
楚
文
化
圏
の
卜
筵
祭
祷
簡
習
俗
ー
上
海
楚
簡
束
大

王
泊
旱
を
中
心
に
ー
」

(21
世
紀
C
O
E
関
連
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
楚
文
化
圏
の
現
在
II
、
二

0
0
五
年
九
月
二
十
六
日
）

（
菅
本
大
二
）
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館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
四
）
』
の
「
釈
文
考
証
」
（
李
朝
遠
氏
担
当
）

に
も
と
づ
き
、
書
誌
に
か
か
わ
る
概
要
を
以
下
に
記
す
。

現
存
簡
は
十
簡
。
そ
の
う
ち
完
全
な
簡
は
四
簡
で
、
全
長
四
十

四
・
ニ

cm
。
二
つ
の
断
簡
を
綴
合
し
て
復
原
さ
れ
る
整
簡
が
三
簡
、

上
半
段
を
存
す
る
残
簡
は
一
簡
、
下
半
段
を
存
す
る
残
簡
は
一
簡
、

上
・
下
段
を
存
し
中
段
に
映
失
の
あ
る
簡
が
一
簡
あ
る
。
編
線
は

上
・
中
・
下
三
編
で
、
第
一
編
線
は
先
端
か
ら
一
・
ニs
-
•

四

c
m、
第
三
編
線
末
端
か
ら
0
•
八
S
-
．

-
c
mに
あ
り
、
第
一
編

線
と
第
二
編
線
、
第
二
編
線
と
第
三
編
線
の
間
は
い
ず
れ
も
二
十

-
c
m
で
あ
る
。
第
一
簡
か
ら
第
七
簡
ま
で
は
接
続
す
る
こ
と
が
で

き
、
全
篇
に
は
句
読
符
号
が
多
見
さ
れ
る
。

な
お
こ
の
十
簡
以
外
に
、
同
一
字
体
で
あ
る
が
文
義
が
連
続
せ

ず
編
線
も
整
合
し
な
い
た
め
「
附
簡
」
と
さ
れ
た
下
半
段
の
み
の

一
簡
が
あ
る
。

(
2
)
内
容
と
研
究
概
況

『
内
礼
』
は
、
内
容
・
形
式
や
伝
存
文
献
と
の
対
応
な
ど
に
よ

り
、
七
つ
の
段
落
に
分
け
ら
れ
る
。
以
下
、
①
か
ら
⑦
の
そ
れ
ぞ

れ
の
段
落
に
つ
い
て
順
に
内
容
を
紹
介
し
て
い
こ
う
。
な
お
、
裏

面
の
篇
題
や
冒
頭
の
書
き
出
し
な
ど
か
ら
、
第
一
簡
が
『
内
礼
』

篇
全
体
の
冒
頭
簡
に
あ
た
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
と
見
な
さ
れ
る
。

ま
た
七
つ
の
段
落
の
う
ち
①
か
ら
④
ま
で
は
連
続
す
る
が
、
⑤
⑥

⑦
の
順
序
や
相
互
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

①
君
子
之
立
孝
、

S
反
此
乱
也
。
【
第
一
簡

S
第
六
簡
】

①
で
は
冒
頭
に
「
君
子
の
孝
を
立
つ
る
は
、
愛
是
れ
用
い
、

礼
是
れ
貴
ぶ
」
と
孝
に
お
け
る
愛
と
礼
と
の
重
要
性
を
説
き
、

そ
れ
を
受
け
て
「
故
に
人
の
君
為
る
者
は
、
人
の
君
の
其
の

臣
を
使
う
能
わ
ざ
る
者
を
言
い
て
、
与
に
人
の
臣
の
其
の
君

に
事
う
能
わ
ざ
る
者
を
言
わ
ず
。
故
に
人
の
臣
為
る
者
は
、

人
の
臣
の
其
の
君
に
事
う
能
わ
ざ
る
者
を
言
い
て
、
与
に
人

の
君
の
其
の
臣
を
使
う
能
わ
ざ
る
者
を
言
わ
ず
」
の
ご
と
く
、

君
臣
、
父
子
、
兄
弟
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
当
為
が
同
一
構

も
の
い

文
に
よ
っ
て
記
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
を
承
け
て
「
君
と
言
う

と
き
は
、
臣
を
使
う
を
言
う
。
臣
と
言
う
と
き
は
、
君
に
事

う
る
を
言
う
」
の
ご
と
く
、
君
臣
、
父
子
、
兄
弟
と
会
見
す

る
際
の
第
三
者
の
当
為
が
記
さ
れ
る
。

な
お
こ
の
段
落
は
、
内
容
•
本
文
の
両
面
に
わ
た
っ
て
『
大

戴
礼
記
』
曾
子
立
孝
篇
の
冒
頭
章
段
と
の
間
に
密
接
な
共
通

性
が
認
め
ら
れ
、
後
半
の
「
君
と
言
う
と
き
は
、
臣
を
使
う

を
言
う
。
…
…
」
の
部
分
は
、
『
儀
礼
』
士
相
見
礼
に
も
類
似

し
た
表
現
が
み
ら
れ
る
。

②
君
子
事
父
母
、

S
[
亦
]
不
成
孝
。
【
第
六
簡

S
第
七
簡
】

②
で
は
冒
頭
に
「
君
子
の
父
母
に
事
う
る
は
、
私
の
楽
し

み
無
く
、
私
の
憂
い
無
し
。
父
母
の
楽
し
む
所
は
之
を
楽
し
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み
、
父
母
の
憂
う
所
は
之
を
憂
う
」
と
あ
り
、
続
い
て
父
母

へ
の
諫
言
に
つ
い
て
、
諌
言
が
受
け
い
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
、

自
己
を
抑
制
し
て
道
に
外
れ
た
こ
と
に
も
当
た
り
、
た
と
え

そ
の
結
果
が
死
を
ま
ね
く
と
し
て
も
父
母
に
従
う
、
と
の
絶

対
的
な
服
従
が
説
か
れ
る
。

な
お
こ
の
段
落
は
、
内
容
•
本
文
の
両
面
に
わ
た
っ
て
『
大

戴
礼
記
』
曾
子
事
父
母
篇
の
冒
頭
章
段
と
の
間
に
密
接
な
共

通
性
が
認
め
ら
れ
、
冒
頭
の
「
父
母
の
楽
し
む
所
は
之
を
楽

し
み
、
父
母
の
憂
う
所
は
之
を
憂
う
」
の
部
分
は
、
『
礼
記
』

内
則
篇
に
も
類
似
し
た
表
現
が
み
ら
れ
る
。

③
君
子
[
日

r
孝
子
不
食
ヽ
若
在
腹
中
巧
要
、
故
父
母
安
之
ヽ

如
従
己
起
。
【
第
七
簡

S
第
八
簡
】

③
で
は
、
孝
子
は
た
と
え
食
べ
ず
に
空
腹
で
あ
っ
て
も
、

満
腹
の
よ
う
に
う
ま
く
見
せ
か
け
、
父
母
が
安
心
す
れ
ば
、

自
分
の
心
底
か
ら
そ
う
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
う
こ
と
が
説

か
れ
て
お
り
、
父
母
に
つ
か
え
る
上
で
私
を
否
定
す
る
②
の

冒
頭
の
主
題
と
共
通
す
る
。
た
だ
し
、
構
成
面
か
ら
み
る
と
、

③
以
後
に
は
「
君
子
日
」
を
冒
頭
に
も
つ
共
通
形
式
が
認
め

ら
れ
、
独
立
し
た
内
容
を
も
つ
こ
と
か
ら
③
は
②
の
主
題
を

う
け
た
章
段
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。

な
お
こ
の
段
落
は
、
『
大
戴
礼
記
』
曾
子
事
父
母
篇
の
冒
頭

章
段
の
末
部
に
み
え
る
文
言
「
孝
子
唯
巧
愛
。
故
父
母
安
之
」

と
の
間
に
密
接
な
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。

④
君
子
日
、
孝
子
父
母
有
疾
、

S
君
子
以
成
其
孝
。
【
第
八
簡
】

④
で
は
、
父
母
が
病
に
か
か
っ
た
際
の
「
冠
は
力
め
ず
、

つ
い
た
て

行
は
頌
ら
ず
、
依
に
立
た
ず
、
庶
語
せ
ず
」
な
ど
の
孝
子

の
と
る
べ
き
う
行
為
や
祈
諸
の
方
法
な
ど
が
具
体
的
に
記
さ

れ
て
い
る
。

や
ま
い

な
お
こ
の
段
落
は
、
『
礼
記
』
曲
礼
上
「
父
母
疾
有
れ
ば
、

冠
者
は
櫛
ら
ず
。
行
く
に
翔
せ
ず
。
言
惰
ら
ず
。
琴
悲

御
せ
ず
。
肉
を
食
う
も
味
わ
い
を
変
ず
る
に
至
ら
ず
。
酒
を

し
ん

飲
む
も
貌
を
変
ず
る
に
至
ら
ず
。
笑
う
も
矧
に
至
ら
ず
。
怒

の
の
し

る
も
詈
る
に
至
ら
ず
。
疾
止
め
ば
故
に
復
る
」
の
前
半
部
と

の
間
に
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。

⑤
君
子
日
、
孝
子
事
父
母
、
以
食
悪
美
下
之
。
（
下
段
跛
失
）
【
第

九
簡
】⑤
は
③
④
と
同
様
「
君
子
日
、
孝
子
」
で
は
じ
ま
る
共
通

の
形
式
を
も
ち
、
こ
れ
ら
が
一
連
の
章
段
で
あ
っ
た
可
能
性

を
示
唆
す
る
。
下
段
を
映
失
す
る
た
め
内
容
を
把
握
し
難
い

が
、
孝
子
は
父
母
に
お
つ
か
え
す
る
際
、
食
べ
物
の
良
し
悪

し
を
問
題
に
し
な
い
こ
と
を
説
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

⑥
君
子
日
、
弟
、
民
之
経
也
。

S
然
則
免
於
戻
。
【
第
十
簡
】

の
り

⑥
に
は
、
弟
（
悌
）
は
民
の
も
と
づ
く
べ
き
経
で
あ
り
、
年

お
し
え

少
者
は
必
ず
年
長
者
の
命
を
き
き
、
身
分
の
低
い
者
は
必
ず
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身
分
の
高
い
者
の
命
を
き
く
、
そ
う
す
れ
ば
混
乱
を
免
れ
る
、

と
の
上
位
者
に
対
す
る
下
位
者
の
一
方
的
な
服
従
が
説
か
れ

る
。
①
か
ら
⑤
ま
で
が
、
主
と
し
て
父
母
に
対
す
る
孝
を
説

く
の
に
対
し
、
こ
の
段
落
は
、
父
母
以
外
の
目
上
の
者
に
対

す
る
徳
目
で
あ
る
弟
（
悌
）
を
主
題
と
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く

『
内
礼
』
は
、
父
母
に
対
す
る
孝
に
続
い
て
、
年
長
者
や
身

分
の
高
い
者
に
対
す
る
弟
（
悌
）
に
か
か
わ
る
当
為
を
説
く
構

成
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

⑦
（
上
段
映
失
）
口
無
難
。
母
忘
姑
姉
妹
而
遠
敬
之
、
則
民
足
有

證
、
然
後
奉
之
以
中
準
。
【
附
簡
】

⑦
は
、
上
段
を
映
失
す
る
た
め
把
握
し
難
い
が
、
父
親
の

姉
や
妹
で
あ
る
お
ば
を
な
い
が
し
ろ
に
せ
ず
遠
ざ
け
て
敬
う

こ
と
が
民
の
礼
節
の
保
有
に
結
び
付
く
こ
と
が
説
か
れ
て
お

り
、
民
の
統
治
と
い
う
視
点
に
お
い
て
⑥
と
の
共
通
性
が
う

か
が
わ
れ
る
。

な
お
、
附
簡
に
み
え
る
上
段
の
跛
失
は
、
第
四
簡
か
ら
第

九
簡
ま
で
の
六
簡
と
ほ
ぼ
同
位
置
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
竹
簡

が
比
較
的
近
接
し
た
場
所
に
存
在
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。
し
た
が
つ
て
、
附
簡
が
『
内
礼
』
の
竹
簡
で
あ
る
こ
と

は
ほ
ぼ
確
実
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

各
段
落
に
お
い
て
言
及
し
た
ご
と
く
、
『
内
礼
』
は
『
大
戴
礼
記
』

曾
子
立
孝
篇
・
曾
子
事
父
母
篇
、
『
礼
記
』
内
則
・
曲
礼
上
、
『
儀

礼
』
士
相
見
礼
な
ど
の
伝
存
諸
篇
と
関
連
す
る
内
容
を
も
ち
、
と

り
わ
け
『
大
戴
礼
記
』
曾
子
立
孝
篇
・
曾
子
事
父
母
篇
と
の
間
に

密
接
な
対
応
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
内
礼
』
と
『
大

戴
礼
記
』
曾
子
立
孝
篇
・
曾
子
事
父
母
篇
と
の
比
較
検
討
は
、
こ

れ
ま
で
不
明
な
点
が
多
か
っ
た
『
大
戴
礼
記
』
の
資
料
性
や
、
『
大

戴
礼
記
』
曾
子
十
篇
の
も
と
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
『
漢
書
』
芸
文

志
所
載
『
曾
子
』
十
八
篇
の
成
立
過
程
、
さ
ら
に
曾
子
と
の
密
接

な
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
孝
思
想
の
展
開
な
ど
を
考
察
す
る
上

で
、
重
要
な
意
義
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

『
内
礼
』
に
関
す
る
研
究
は
、
現
在
「
簡
吊
研
究
」
網
姑
を
中

心
に
発
表
さ
れ
て
き
て
お
り
、
そ
の
問
題
は
、
以
下
の
三
点
に
整

理
さ
れ
る
。
(
-
)
文
字
釈
読
の
問
題
、
（
二
）
竹
簡
排
列
の
問
題
、

（
三
）
『
大
戴
礼
記
』
曾
子
諸
篇
と
の
関
連
の
問
題
。

(
-
）
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
磨
名
春
「
読
楚
竹
書
《
内
豊
》
篇

劉
記
（
一
）
（
二
）
」
を
は
じ
め
と
す
る
重
要
な
見
解
が
提
出
さ
れ

て
き
て
お
り
、
今
後
こ
れ
ら
を
集
約
し
て
、
よ
り
妥
当
性
の
高
い

釈
文
を
作
成
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
二
）
に
つ
い
て
は
、
魏
宜
輝
「
読
上
博
簡
楚
簡
（
四
）
劉
記
」
が
、

李
朝
遠
氏
の
原
案
に
対
し
て
、
曾
子
事
父
母
篇
と
の
対
応
か
ら
、

第
六
簡
と
第
八
簡
と
を
接
続
さ
せ
る
修
正
案
を
提
起
し
、
こ
れ
以

後
「
簡
吊
研
究
」
網
姑
に
発
表
さ
れ
た
論
文
の
多
く
は
、
修
正
案

に
従
う
傾
向
に
あ
る
。
第
六
簡
と
第
八
簡
と
に
問
題
を
限
定
す
れ
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ば
、
修
正
案
は
確
か
に
曾
子
事
父
母
篇
と
の
対
応
を
踏
ま
え
た
妥

当
な
見
解
と
い
え
る
。
し
か
し
、
構
成
面
に
注
目
す
る
と
逆
に
修

正
案
に
は
い
く
つ
か
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
、
曾
子
事
父
母
篇
と
の

対
応
は
必
ず
し
も
原
案
を
否
定
す
る
根
拠
と
は
見
な
し
難
い
こ
と

が
明
ら
か
と
な
る
。
さ
ら
に
句
読
符
号
や
章
符
号
と
の
対
応
関
係

か
ら
、
修
正
案
に
お
け
る
構
成
上
の
甑
甑
が
具
体
的
に
裏
付
け
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
竹
簡
の
排
列
は
原
案
の
ご
と
く
第
六
簡
と
第
七

簡
と
を
接
続
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
に
つ
い
て
は
、
梁
涛
「
上
博
簡
《
内
礼
》
与
《
大
戴
礼
記
・

曾
子
》
」
に
ま
と
ま
っ
た
議
論
が
み
ら
れ
る
。
梁
氏
は
、
『
大
戴
礼

記
』
曾
子
十
篇
を
『
曾
子
』
の
一
部
と
見
な
す
立
場
か
ら
、
『
内
礼
』

と
『
大
戴
礼
記
』
曾
子
立
孝
篇
・
曾
子
事
父
母
篇
と
の
関
連
に
注
目

し
、
『
内
礼
』
と
『
曾
子
』
と
は
相
互
に
本
文
が
異
な
る
も
の
の
、

そ
の
思
想
に
は
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
『
内
礼
』
と
『
曾

子
』
と
の
間
に
一
定
の
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
は
肯
定
で
き
る
と

結
論
付
け
て
い
る
。
さ
ら
に
梁
氏
は
、
第
一
簡
背
面
の
篇
題
「
内

礼
」
と
『
礼
記
』
内
則
篇
と
の
関
連
を
指
摘
す
る
李
朝
遠
氏
の
見

解
に
対
し
て
、
内
則
の
「
内
」
が
家
族
に
か
か
わ
る
「
門
内
の
治
」

を
意
味
す
る
の
に
対
し
、
「
内
礼
」
の
「
内
」
は
「
内
な
る
心
」
を

指
し
て
言
っ
た
も
の
で
あ
る
と
の
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。

な
お
、
『
内
礼
』
と
『
大
戴
礼
記
』
曾
子
立
孝
篇
・
曾
子
事
父
母

篇
と
の
比
較
分
析
、
竹
簡
排
列
の
問
題
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

本
誌
所
載
の
拙
稿
「
上
博
楚
簡
『
内
礼
』
の
文
献
的
性
格
ー
『
大

戴
礼
記
』
曾
子
立
孝
篇
・
曾
子
事
父
母
篇
と
の
比
較
を
中
心
に
ー
」

を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
3
)
主
要
釈
文
・
注
釈
・
研
究

①
魏
宜
輝
「
読
上
博
簡
楚
簡
（
四
）
劉
記
」
（
「
簡
吊
研
究
」
網
姑
、

二
0
0
五
年
二
月
十
五
日
）

②
葉
珊
「
読
《
上
博
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
四
）
》
雑
記
」
（
「
簡
吊
研
究
」

網
姑
、
二

0
0
五
年
二
月
二
十
日
）
③
庖
名
春
「
読
楚
竹
書
《
内

豊
》
篇
劉
記
（
一
）
」
（
「
簡
吊
研
究
」
網
姑
、
二

0
0
五
年
ニ

月
二
十
日
）

④
磨
名
春
「
読
楚
竹
書
《
内
豊
》
篇
劉
記
（
二
）
」
（
「
簡
吊
研
究
」

網
姑
、
二

0
0
五
年
二
月
二
十
日
）

⑤
曹
建
敦
「
読
上
博
蔵
楚
竹
書
《
内
豊
》
篇
札
記
」
（
「
簡
吊
研
究
」

網
姑
、
二

0
0
五
年
三
月
四
日
）

⑥
曹
建
敦
「
用
新
出
竹
書
校
読
伝
世
古
籍
札
記
一
則
ー
上
博
簡
《
内

豊
》
校
読
《
大
戴
礼
記
》
一
則
」
（
「
簡
吊
研
究
」
網
姑
、
二

O

0
五
年
三
月
四
日
）

⑦
梁
涛
「
上
博
簡
《
内
礼
》
与
《
大
戴
礼
記
・
曾
子
》
」
（
「
簡
吊

研
究
」
網
姑
、
二

0
0
五
年
六
月
二
十
六
日
）

（
福
田
哲
之
）
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(
1
)

書
誌
情
報

竹
簡
全
四
枚
。
そ
の
う
ち
、
三
枚
は
残
欠
簡
で
、
ほ
ぼ
完
全
な

の
は
第
四
簡
の
み
。
そ
の
第
四
簡
も
二
枚
を
つ
な
げ
た
整
簡
で
あ

る
。
そ
こ
か
ら
推
定
さ
れ
る
竹
簡
の
形
状
は
、
簡
端
は
不
明
、
簡

長
が
約
五
十
一
セ
ン
チ
。
編
綾
位
置
も
不
明
。
総
字
数
は
一
〇
七

字
で
、
そ
の
う
ち
合
文
が
五
、
重
文
が
一
。
こ
れ
ら
四
枚
の
竹
簡

は
字
体
が
近
く
、
内
容
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
一
組
の
文
章
と
判
断

さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
第
四
簡
が
巻
末
と
さ
れ
た
の
は
、
末
尾
に

墨
鉤
が
付
さ
れ
て
お
り
、
以
下
が
留
白
と
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ

る
。
他
の
三
簡
の
配
列
に
つ
い
て
は
確
証
が
な
い
。

篇
題
は
な
く
、
整
理
者
が
内
容
か
ら
「
相
邦
之
道
」
と
命
名
し

た
よ
う
で
あ
る
。

(
2
)
内
容
と
研
究
概
況

本
編
の
内
容
は
、
整
簡
が
一
枚
の
み
と
い
う
状
況
か
ら
、
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
述
べ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
第
四

簡
に
「
孔
子
退
き
て
、
子
貢
に
告
げ
て
日
く
」
と
い
う
字
句
が
見

え
る
。
『
論
語
』
に
、
孔
子
が
あ
る
為
政
者
と
会
談
を
し
て
退
席
し

た
後
に
、
控
え
て
い
た
弟
子
に
そ
の
会
談
の
内
容
を
告
げ
る
場
面

が
あ
る
が
、
こ
の
『
相
邦
之
道
』
の
場
面
設
定
も
同
様
で
あ
っ
た

『
相
邦
之
道
』
（
そ
う
ほ
う
の
み
ち
）

「
相
邦
之
道
」

の
内
容
を
訊
ね
る
、

可
能
性
が
高
い
。
前
掲
の
字
句
に
続
く
内
容
は
「
吾
れ
君
に
見
ゆ

る
に
、
邦
を
有
つ
の
道
を
問
わ
ず
し
て
、
邦
を
相
く
る
の
道
を
問

う
」
と
あ
り
、
こ
こ
か
ら
孔
子
と
「
君
」
と
の
問
答
の
主
題
が
「
邦

を
相
く
る
」
方
策
に
関
す
る
こ
と
だ
っ
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

そ
の
た
め
に
編
名
も
『
相
邦
之
道
』
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

で
は
、
そ
の
国
家
統
治
を
補
佐
す
る
方
策
に
関
す
る
「
君
」
と

孔
子
の
問
答
の
具
体
的
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
が

知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
本
編
の
竹
簡
の
状

況
が
悪
く
、
第
四
簡
の
前
に
配
列
さ
れ
た
三
枚
の
残
欠
簡
の
わ
ず

か
な
部
分
か
ら
推
定
す
る
し
か
な
い
。
そ
の
場
合
、
注
目
さ
れ
る

の
は
第
二
簡
に
あ
る
「
ロ
ロ
□
口
人
、
可
謂
相
邦
突
。
公
日
、
敢

問
民
事
。
孔
子
（
以
下
、
欠
）
」
と
い
う
記
述
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら

具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
「
民
事
」
を
い
か
に
す
る
か
、
と
い
う

こ
と
が
問
答
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

視
点
か
ら
、
い
ち
早
く
こ
の
『
相
邦
之
道
』
の
全
体
構
成
を
推
定

し
た
論
考
に
、
（
3
）
の
①
に
挙
げ
た
浅
野
裕
一
「
上
博
楚
簡
『
相

邦
之
道
』
の
全
体
構
成
」
が
あ
る
。
そ
れ
は
『
相
邦
之
道
』
が
、

い
ま
我
々
が
目
に
し
て
い
る
四
簡
プ
ラ
ス

a
(
-
S
二
簡
程
度
）

の
分
量
で
、
以
下
の
よ
う
な
構
成
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の

推
論
を
掲
げ
て
い
る
。

（
一
）
孔
子
を
召
し
出
し
て

哀
公
の
最
初
の
質
問
。

(33) 



（
二
）
「
相
邦
之
道
」
の
内
容
を
説
明
す
る
、
孔
子
の
最
初
の
返
答
。

（
三
）
「
民
事
」
の
内
容
を
訊
ね
る
、
哀
公
の
二
度
目
の
質
問
。

（
四
）
「
民
事
」
の
内
容
を
説
明
す
る
、
孔
子
の
二
度
目
の
返
答
。

（
五
）
退
出
後
の
孔
子
と
子
貢
の
問
答
。

『
相
邦
之
道
』
に
登
場
す
る
「
君
（
公
）
」
は
、
『
上
海
博
物
館

蔵
戦
国
楚
竹
書
』
で
の
釈
読
者
の
張
光
裕
氏
が
魯
の
哀
公
と
推
定

し
て
お
り
、
浅
野
氏
も
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
。
今
後
の
『
相
邦
之

道
』
に
関
す
る
研
究
は
、
こ
の
浅
野
氏
の
論
に
対
す
る
賛
否
を
出

発
点
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
す
で
に

(
3
)

の
②
陳
論
考
が
あ
る
。

そ
こ
で
は
、
第
四
簡
末
尾
に
あ
る
孔
子
が
子
貢
に
「
吾
子
の
答
う

る
や
何
如
」
と
い
う
問
い
に
対
す
る
答
え
と
し
て
の
二
文
字
「
女

語
」
を
ど
う
読
む
か
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
「
女
語
」
に
つ

い
て
は
、
釈
読
に
お
い
て
張
光
裕
氏
が
「
如
斯
」
と
隷
定
し
て
い

る
が
、
浅
野
論
考
で
は
そ
の
字
句
の
前
に
「
斯
く
」
を
受
け
る
字

句
が
な
い
以
上
、
こ
こ
に
「
如
斯
」
の
二
字
が
く
る
こ
と
は
考
え

ら
れ
な
い
と
し
て
、
こ
の
二
字
を
「
汝
察
（
汝
察
せ
よ
）
」
と
隷
定

し
て
い
る
。
陳
論
考
で
は
、
浅
野
氏
の
論
考
に
沿
い
つ
つ
、
「
汝
思
」

と
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

『
相
邦
之
道
』
が
、
儒
家
が
国
家
統
治
に
対
し
て
果
た
し
う
る

補
佐
的
な
役
割
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
内
容
的

に
は
同
じ
く
上
博
楚
簡
の
『
従
政
』
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
こ

の
点
は
や
は
り
『
従
政
』
の
整
理
者
で
あ
っ
た
張
光
裕
氏
も
指
摘

し
て
い
る
。
『
従
政
』
が
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
官
僚
ク
ラ
ス
の
実

務
レ
ベ
ル
で
の
心
構
え
な
ど
に
重
点
を
置
い
て
お
り
、
こ
の
『
相

邦
之
道
』
が
も
う
一
ク
ラ
ス
上
の
宰
相
レ
ベ
ル
で
の
話
で
あ
る
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、
儒
家
が
い
か
に
し
て
現
実
政
治
に
参
与
し
て
い

く
か
を
、
そ
の
参
与
の
仕
方
に
分
け
て
論
じ
分
け
て
い
た
可
能
性

も
考
え
ら
れ
、
注
目
に
値
し
よ
う
。
ま
た
、
浅
野
論
考
で
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
が
、
話
の
枠
組
み
、
哀
公
と
孔
子
の
問
答
お
よ
び
弟

子
と
孔
子
の
問
答
と
い
う
展
開
の
仕
方
が
、
お
な
じ
く
上
博
楚
簡

の
『
魯
邦
大
旱
』
と
一
致
し
て
お
り
、
同
一
系
統
の
資
料
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
と
こ
ろ
も
、
今
後
の
研
究
に
お
い
て
さ
ら
に
明
ら

か
に
さ
れ
よ
う
。

(
3
)
主
要
釈
文
・
注
釈
・
研
究

①
浅
野
裕
一
「
上
博
楚
簡
《
相
邦
之
道
》
的
整
腔
結
構
」
（
「
新
出

土
文
猷
輿
先
秦
思
想
重
構
」
國
際
學
術
研
討
會
論
文
集
」
（
台
北

：
台
輯
大
學
哲
學
系
、
中
央
研
究
院
中
國
文
哲
研
究
所
、
輔
仁

大
學
文
學
院
、
東
呉
大
學
哲
學
系
，
二

0
0
五
年
三
月
）
）
。
邦

題
は
「
上
博
楚
簡
『
相
邦
之
道
』
の
全
体
構
成
」
。

②
陳
思
婢
「
試
繹
《
上
博
（
四
）
・
相
邦
之
道
》
之
『
女
語
』
（
「
簡

吊
研
究
」
網
姑
、
二

0
0
五
年
四
月
三
日
）

（
菅
本
大
二
）
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『
曹
沫
之
陳
』
（
そ
う
ま
つ
の
じ
ん
）

(
1
)

書
誌
情
報

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
四
）
』
に
お
い
て
釈
読
を
担
当

し
た
李
零
氏
は
、
竹
簡
数
を
「
整
簡
」
四
十
五
本
、
「
残
簡
」
二
十

本
の
合
計
六
十
五
本
と
す
る
。
『
曹
沫
之
陳
』
の
竹
簡
は
、
中
間
部

分
で
折
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
李
零
氏
は
釈
読
に
あ
た
り
、
折

れ
て
上
半
部
だ
け
に
な
っ
た
竹
簡
と
下
半
部
だ
け
に
な
っ
た
竹
簡

と
を
綴
合
し
、
復
元
を
試
み
て
い
る
。
李
零
氏
が
い
う
「
整
簡
」

と
は
、
そ
う
し
て
復
元
し
た
竹
簡
と
、
残
欠
の
な
い
完
簡
と
を
あ

わ
せ
た
も
の
の
こ
と
で
あ
る
。
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
四
）
』

の
写
真
を
見
る
限
り
、
『
曹
沫
之
陳
』
の
完
簡
は
二
十
本
の
み
で
あ

る
。
簡
長
は
、
四
十
六
•
八

S

四
十
七
•
五
。
編
綬
は
三
道
。
両

端
は
平
斉
。
第
二
簡
の
背
面
に
「
曹
沫
之
陳
」
と
篇
題
が
記
さ
れ

て
い
る
。

(
2
)
内
容
と
研
究
概
況

『
曹
沫
之
陳
』
は
、
斉
に
領
土
を
奪
わ
れ
た
も
の
の
、
失
地
回

復
に
努
め
る
こ
と
な
く
音
楽
に
ふ
け
っ
て
い
た
魯
の
荘
公
が
、
曹

沫
の
勧
め
に
従
っ
て
斉
と
の
戦
い
を
決
意
す
る
に
至
り
、
曹
沫
に

対
し
て
具
体
的
な
陣
法
を
次
々
と
質
問
し
、
曹
沫
が
そ
れ
に
答
え

る
と
の
構
成
を
も
つ
、
古
侠
文
献
で
あ
る
。
荘
公
と
曹
沫
と
の
問

答
か
ら
、
古
代
の
軍
事
思
想
を
窺
う
こ
と
が
で
き
、
兵
法
書
の

っ
と
さ
れ
る
。

『
曹
沫
之
陳
』
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
ほ
と
ん
ど
が

釈
読
上
の
問
題
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
兵
学
思
想
に
つ
い

て
の
研
究
は
、
今
の
と
こ
ろ
浅
野
裕
一
氏
の
論
考
の
み
で
あ
る
。

浅
野
氏
に
よ
れ
ば
、
『
曹
沫
之
陳
』
の
兵
学
は
、
中
原
で
行
わ
れ

て
い
た
戦
車
中
心
の
戦
争
形
態
を
前
提
と
し
て
お
り
、
呉
越
の
抗

争
を
背
景
に
成
立
し
た
十
三
篇
『
孫
子
』
の
兵
学
と
は
異
な
る
、

典
型
的
な
中
原
の
兵
学
で
あ
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
も
っ
と

も
、
『
曹
沫
之
陳
』
の
兵
学
は
、
荘
公
や
曹
沫
と
同
時
代
で
あ
る
春

秋
時
代
前
期
（
前
七
七

0
年

S
六
四
九
年
）
の
状
況
を
基
本
に
据

え
つ
つ
も
、
会
戦
の
形
態
に
関
し
て
は
そ
れ
よ
り
も
古
い
西
周
期

（前―

1
0
0年
S
前
七
七
一
年
）
の
伝
統
を
引
き
継
い
で
お
り
、

そ
の
一
方
で
、
民
の
大
量
動
員
に
よ
る
兵
力
数
の
増
加
に
関
し
て
は
、

そ
れ
よ
り
も
新
し
い
春
秋
後
期
（
前
五
二
六
年

S
前
四

0
四
年
）
の

状
況
を
取
り
込
ん
で
お
り
、
「
新
旧
の
層
が
累
層
的
に
混
在
す
る
性
格

を
示
し
て
い
る
」
と
考
え
ら
れ
る
。
浅
野
氏
は
、
『
曹
沫
之
陳
』
の
成

書
年
代
を
、
春
秋
後
期
で
あ
る
可
能
性
が
最
も
高
い
と
す
る
。

『
曹
沫
之
陳
』
の
釈
読
に
関
す
る
研
究
の
中
で
は
、
特
に
竹
簡

の
綴
合
・
復
元
を
め
ぐ
る
問
題
が
注
目
さ
れ
る
。
書
誌
情
報
に
お

い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
李
零
氏
は
釈
読
に
あ
た
り
、
折
れ
て
上
半

部
・
下
半
部
だ
け
に
な
っ
た
竹
簡
の
綴
合
・
復
元
を
試
み
て
い
る
。
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こ
れ
に
対
し
て
陳
斯
鵬
氏
や
李
鋭
氏
、
白
干
藍
氏
は
、
そ
れ
ぞ
れ

李
零
氏
と
は
異
な
る
竹
簡
の
綴
合
・
復
元
を
行
い
、
ま
た
李
零
氏

の
復
元
し
た
竹
簡
の
排
列
に
も
修
正
を
加
え
て
、
『
曹
沫
之
陳
』
の

新
た
な
釈
文
を
発
表
し
て
い
る
。

出
土
し
た
時
点
で
既
に
本
来
の
編
綴
が
失
わ
れ
、
し
か
も
多
く

の
場
合
残
欠
が
見
ら
れ
る
竹
簡
資
料
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
釈

読
者
が
、
自
ら
の
理
解
し
た
そ
の
文
献
の
文
脈
を
手
が
か
り
と
し

て
、
竹
簡
の
排
列
や
竹
簡
そ
の
も
の
の
綴
合
・
復
元
を
試
み
る
こ

と
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
復
元
に

際
し
て
、
何
ら
か
の
客
観
的
な
根
拠
が
存
在
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
竹
田
は
、
そ
う
し
た
客
観
的

な
根
拠
と
し
て
、
竹
簡
の
契
口
（
竹
簡
を
固
定
す
る
た
め
に
、
編

綾
部
に
刻
ま
れ
た
楔
形
の
切
れ
込
み
）
が
有
効
で
あ
る
と
指
摘
し

た
。
す
な
わ
ち
、
『
曹
沫
之
陣
』
に
属
す
る
竹
簡
の
大
多
数
は
、
契

口
が
竹
簡
の
文
字
面
に
向
か
っ
て
右
側
に
位
置
す
る
が
、
左
側
に

位
置
す
る
竹
簡
が
四
簡
存
在
す
る
（
い
ず
れ
も
下
半
部
だ
け
の
残

簡
）
。
こ
れ
ま
で
公
開
さ
れ
た
上
博
楚
簡
と
郭
店
楚
簡
の
写
真
を
見

る
限
り
、
完
簡
上
に
左
右
の
契
口
が
混
在
す
る
現
象
は
確
認
で
き

な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
李
零
氏
ら
が
行
っ
た
竹
簡
の
綴
合
・

復
元
の
一
部
に
は
、
一
本
の
竹
簡
上
に
左
右
の
契
口
を
混
在
さ
せ

る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
竹
田
は
、
そ
う
し
た
復
元
は
成
り
立

た
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

『
曹
沫
之
陳
』
は
、
全
体
の
分
量
が
多
い
た
め
相
当
数
の
未
釈

字
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
竹
簡
の
残
欠
に
よ
り
前
後
の
接
続
が

明
ら
か
で
は
な
い
部
分
も
少
な
く
な
い
。
『
曹
沫
之
陳
』
の
釈
読
に

関
し
て
は
、
今
後
も
問
題
が
数
多
く
指
摘
さ
れ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

(
3
)
主
要
釈
文
・
注
釈
・
研
究

①
浅
野
裕
一
「
上
博
楚
簡
『
曹
沫
之
陳
』
の
兵
学
思
想
」
（
『
中
国

研
究
集
刊
』
第
三
十
八
号
、
二

0
0
五
年
十
二
月
）

②
竹
田
健
二
「
『
曹
沫
之
陳
』
に
お
け
る
竹
簡
の
綴
合
と
契
口
」
（
『
東

洋
古
典
学
研
究
』
第
十
九
集
、
二

0
0
五
年
五
月
）

③
李
鋭
「
《
曹
劇
之
陣
》
重
編
釈
文
」
（
「
簡
吊
研
究
」
網
姑
、
ニ

0
0
五
年
五
月
二
十
七
日
）

④
疸
常
喜
「
《
上
博
四
．
曹
沫
之
陳
》
”
車
蟄
皆
栽
（
載
）
“
補
議
」

（
「
簡
吊
研
究
」
網
姑
、
二

0
0
五
年
四
月
十
五
日
）

⑤
白
干
藍
「
上
博
簡
《
曹
沫
之
陳
》
釈
文
新
編
」
（
「
簡
吊
研
究
」

網
姑
、
二

0
0
五
年
四
月
十
日
）

⑥
高
佑
仁
「
読
《
曹
沫
之
陣
》
心
得
両
則
：
「
幾
」
、
「
非
山
非
沢
，

亡
有
不
民
」
（
「
簡
吊
研
究
」
網
姑
、
二

0
0
五
年
四
月
三
日
）

⑦
蘇
建
州
「
《
上
博
（
四
）
曹
沫
之
陳
》
三
則
補
議
」
（
「
簡
吊
研

究
」
網
姑
‘

1
0
0
五
年
三
月
十
日
）

⑧
捐
健
聡
「
関
干
《
曹
沫
之
陳
》
的
『
笠
P
』
字
」
（
「
簡
吊
研
究
」
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網
姑
、
二

0
0
五
年
三
月
四
日
）

⑨
蘇
建
州
「
《
上
博
（
四
）
曹
沫
之
陳
》
補
釈
一
則
（
二
）
」
（
「
簡

吊
研
究
」
網
姑
、
二

0
0
五
年
二
月
二
十
五
日
）

⑩
蘇
建
州
「
《
上
博
（
四
）
曹
沫
之
陳
》
補
釈
一
則
」
（
「
簡
吊
研

究
」
網
姑
、
二

0
0
五
年
二
月
二
十
五
日
）

⑪
李
鋭
「
《
曹
劇
之
陳
》
釈
文
新
編
」
（
「
簡
吊
研
究
」
網
姑
、
ニ

0
0
五
年
二
月
二
十
五
日
）

⑫
陳
斯
鵬
「
上
海
博
物
館
蔵
楚
簡
《
曹
沫
之
陳
》
釈
文
校
理
稿
」

（
「
簡
吊
研
究
」
網
姑
、
二

0
0
五
年
二
月
二
十
日
）

⑬
疸
常
喜
「
《
曹
沫
之
陳
》
“
君
言
無
以
異
於
臣
之
言
君
弗
丁
”
臆

解
」
（
「
簡
吊
研
究
」
網
姑
、
二

0
0
五
年
二
月
二
十
日
）

⑭
摩
名
春
「
楚
竹
書
《
曹
沫
之
陳
》
与
《
慎
子
》
侠
文
」
（
「
簡
吊

研
究
」
網
姑
、
二

0
0
五
年
二
月
十
二
日
）

⑮
陳
剣
「
上
博
竹
書
《
曹
沫
之
陳
》
新
編
繹
文
（
稿
）
」
（
「
簡
吊

研
究
」
網
姑
、
二

0
0
五
年
二
月
十
二
日
）

⑯
磨
名
春
「
讀
楚
竹
書
《
曹
沫
之
陳
》
筍
記
」
（
「
簡
吊
研
究
」
網

姑
、
二

0
0
五
年
二
月
十
二
日
）

（
竹
田
健
二
）
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上
博
楚
簡
形
制
一
覧
表

本
表
は
、
馬
承
源
主
編
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
一
）
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
2001
年
11
月
）
、
『
同
（
二
）
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
2
0
0
2

年
12
月
）
、
『
同
（
三
）
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
2
0
0
3
年
12
月
）
、
『
同
（
四
）
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
2
0
0
4
年
12
月
）
に
基
づ
き
、
公
表
分
全
21

文
献
に
つ
い
て
、
そ
の
形
制
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

No. 
帽
名
称
臆
簡
長
(crn)
雛
麟
蹟
臆
字
数

篇
題

備
考

I
 
孔
子
詩
論
'
2
9
 
55.5 

道
隅
.
 I
 2
8
 
1006 

『
子
恙
』
『
魯
邦
大
旱
』
同
筆
／
第
2
-
7
留
白
簡

2
一
絆
衣
2
4
 
約
54.3

道
脳
8
 
16 
9
7
8
 

3
 
-
性
情
論
4
5
 
約
5
7
三道
平斉
7
 
3
8
 
1256 

4
一
民
之
父
母
14 
45.8 

道
平斉
1
 
13 
3
9
7
 

5
—

 
子

羊ヽ•ヽヽ
14 
枝簡最長
54.2
道
隅
0
 
14 
3
9
5
 
「
子
恙
」
第
5
簡
背
面

『
孔
子
詩
論
』
『
魯
邦
大
旱
』
同
筆

6
ニ
魯
邦
大
旱
6
 
54.9/55.4 

鴫
隅
2
 
4
 
2
0
8
 

『
孔
子
詩
論
』
『
子
恙
』
同
筆

7
ニ
従
政
（
甲
篇
）
18 
約
42.6

三籠
平斉
，
 ，
 519
 

『
従
政
（
乙
篇
）
』
同
筆

8
 
-
従
政
（
乙
篇
）
6
 
42.6 

瑾
韓
l
 
5
 
140 

『
従
政
（
甲
篇
）
』
同
筆

9
ニ
昔
者
君
老
4
 
44.2 

三罷
平斉
3
 
1
 
158 

10 
容
成
氏
53 
約
44.5

三蓮
平斉
3
7
 
16 
2
0
6
2
 
「
訟
城
氏
」
第
53
簡
背
面

11 
周
易
5
8
 
4
4
 

呵
平斉
4
4
 
14 
1806 

符
号
(6
種）

12 
二
中
弓
2
8
 
約
4
7
道
平斉
3
 
2
5
 
5
2
0
 
「
中
弓
」
第
16
簡
背
面

附
簡
l
簡
(24
字）

13 
亙
先
13 
約
39.4

這
平斉
13 ゜

4
9
6
 
「
亙
先
」
第
3
簡
背
面

14 
却彰
祖
8
約
53

道
平斉
3
 
5
 
291 

15 
四
采
風
曲
目
6
 
枝簡最長
56.1
？
 
平斉

゜
6
 
149 

16 
四
逸
詩
6
 
枝箇最長
2
7
？
 
平斉

゜
6
 
138 

交
交
嗚
鷲
(4
簡
）
・
多
薪
(2
簡）

17 
四
昭
王
毀
室
10 
約
4
4
呵
平斉
6
 
4
 
3
8
8
 

昭
王
毀
室
(196
字
）
昭
王
奥
呪
之
牌
(192
字）

昭
王
奥
興
之
牌

18 
四
束
大
王
泊
旱
23 
約
2
4
醸
平斉
23 ゜

601 

19 
四
内
豊
10 
44.2 

道
蒋
4
 
6
 
3
7
6
 
「
内
豊
」
第
1
簡
背
面
倒
書
附
簡
I
簡
(22
字）

2
0
 
四
相
邦
之
道
4
 
枝簡最長
51.6
？
 
？
 ゜
4
 
107 

21 
四
曹
沫
之
陳
6
5
 
約
47.5

コー、g
 
平斉
4
5
 
2
0
 
1784 
「
故
蔑
之
戟
」
第
1
簡
背
面

8t 



ー
前
回
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
三
十
三
号
「
新
出
土
資
料
と
中
国

思
想
史
」
に
お
い
て
は
、
「
郭
店
楚
簡
各
篇
解
題
」
「
上
博
楚
簡
各

篇
解
題
」
（
第
一
分
冊
•
第
二
分
冊
）
の
「
書
誌
情
報
」
に
み
え
る

用
語
に
つ
い
て
解
説
を
加
え
た
。
こ
こ
で
は
引
き
続
き
、
本
号
所

収
「
上
博
楚
簡
」
解
題
（
第
三
分
冊
•
第
四
分
冊
）
の
「
書
誌
情

報
」
に
み
え
る
用
語
を
中
心
に
解
説
を
加
え
る
。

竹
簡
の
編
綾
部
に
刻
ま
れ
た
切
れ
込
み
の
こ
と
。
竹

簡
を
編
綴
し
冊
書
を
作
成
す
る
際
、
竹
簡
を
固
定
す
る

た
め
の
必
要
か
ら
刻
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
竹
簡
の

文
字
面
に
向
か
っ
て
右
側
面
に
位
置
す
る
も
の
を
右
契

ロ
[
図

l
r
左
側
面
に
位
置
す
る
も
の
を
左
契
口
[
図

2
]
と
呼
ぶ
。
郭
店
楚
簡
と
公
開
済
み
の
上
博
楚
簡
と

を
見
る
限
り
、
右
契
口
の
存
在
す
る
竹
簡
が
圧
倒
的
に

多
く
、
左
契
口
の
存
在
す
る
も
の
は
一
部
に
限
ら
れ
る
。

ま
た
残
欠
し
た
箇
所
の
な
い
完
全
な
竹
簡
に
、
左
契
口

と
右
契
口
と
が
混
在
す
る
現
象
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

郭
店
楚
簡
•
上
博
楚
簡
で
は
、
或
る
一
本
の
竹
簡
上
に

左
右
の
契
口
が
混
在
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ

れ
、
契
口
の
位
置
は
、
折
れ
た
竹
簡
同
士
を
つ
な
ぎ
合

契
口

「
書
誌
情
報
」
用
語
解
説
（
二
）

3
 

2
 

わ
せ
て
一
本
の
竹
簡
に
復
元
す
る
際
に
、

が
か
り
と
し
て
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。

客
観
的
な
手

整
簡
上
下
二
つ
、
或
い
は
三
つ
に
折
れ
た
残
簡
同
士
を
接

合
し
て
、
文
字
の
欠
落
が
無
い
一
本
の
竹
簡
の
形
に
し

た
も
の
[
図

3
r
但
し
、
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹

書
』
に
お
い
て
は
、
接
合
し
て
一
本
の
形
に
し
た
竹
簡

と
、
も
と
も
と
完
全
な
形
を
保
っ
て
い
る
竹
簡
と
に
つ

い
て
、
各
文
献
の
釈
読
者
の
間
に
用
語
の
不
統
一
が
見

ら
れ
る
。
例
え
ば
、
『
細
衣
』
の
陳
侃
芥
氏
は
、
両
者
を

と
も
に
「
完
簡
」
と
呼
び
、
ま
た
『
曹
沫
之
陳
』
の
李

零
氏
は
逆
に
、
両
者
を
あ
わ
せ
て
「
整
簡
」
と
呼
ん
で

い
る
。
し
か
し
、
も
と
も
と
完
全
な
形
を
保
っ
て
い
る

竹
簡
を
「
完
簡
」
、
接
合
し
て
文
字
の
欠
落
が
無
い
と
し

た
竹
簡
を
「
整
簡
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
区
別
し
て
呼
ぶ
べ

き
で
あ
ろ
う
。

首
簡
・
末
簡
上
博
楚
簡
『
周
易
』
に
お
い
て
は
、
一
卦
（
卦

画
・
卦
名
・
首
符
・
卦
辞
•
交
題
・
交
辞
•
尾
符
）
に

つ
き
竹
簡
ニ
・
三
本
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
最

初
の
簡
を
「
首
簡
」
と
い
い
、
最
後
の
簡
を
「
末
簡
」

と
い
う
。
な
お
、
「
首
符
•
尾
符
」
に
つ
い
て
は
、
「
4
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4
 

標
号

⑤
首
符
•
尾
符
」
参
照
。

標
号
竹
簡
に
付
さ
れ
た
種
々
の
符
号
。
第
三
分
冊
•
第
四

分
冊
所
収
の
文
献
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
。

①
墨
釘
…
…
方
形
状
の
墨
点
。
小
方
点
と
も
い
う
。
句
読
点
や

章
・
篇
の
末
尾
を
示
す
0

[図

4
]

．
句
読
符
号
『
束
大
王
泊
旱
』
第
8

簡
•
第
1
6
簡
•
第
2
1簡
．

第
22
簡

②
墨
鉤
：
…
．
鉤
状
の
記
号
。
句
読
点
や
章
・
篇
の
末
尾
を
示
す
。

篇
末
符
号
の
場
合
は
、
原
則
と
し
て
墨
鉤
以
下
が
文
字
の

な
い
留
白
と
な
る
0

[
図
5
]

．
句
読
符
号
『
内
礼
』
第
2
簡
＼
第
5
簡

『
曹
沫
之
陳
』
第
2

簡
•
第
7
簡
S

第
1
0
簡
・

第
1
7
簡
•
第
2
2簡
•
第
2
8
簡
•
第
3
3
簡
•
第

4
2簡
·
第
4
5簡
•
第

4
7簡
S

第
4
9
簡

•
章
末
符
号
『
内
礼
』
第
6

簡
•
第
7

簡

※
『
内
礼
』
は
す
べ
て
墨
鉤
の
符
号
を
も
つ
が
、
句

読
符
号
は
竹
簡
の
右
端
に
や
や
小
さ
く
付
さ
れ
る

の
に
対
し
、
章
末
符
号
は
簡
の
中
央
に
大
き
く
付

さ
れ
て
お
り
、
両
者
の
間
に
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。

．
篇
末
符
号

『
亙
先
』
第
1
3
簡

『
影
祖
』
第
8
簡

『
逸
詩
』
「
多
薪
」
第
3
簡

※
『
逸
詩
』
「
交
交
嗚
嬌
」
第
4
簡
の
末
尾
に
は
「
▼
」

の
よ
う
な
形
体
の
符
号
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は

「
交
交
鳴
綿
」
篇
の
末
尾
を
示
す
篇
末
符
号
と

見
な
さ
れ
る
が
、
本
文
が
竹
簡
の
下
端
ギ
リ
ギ

リ
で
終
わ
り
、
し
か
も
末
字
の
「
大
」
を
小
さ

く
記
入
し
た
後
に
付
さ
れ
て
い
る
た
め
、
留
白

は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
こ

の
篇
末
符
号
は
、
「
多
薪
」
篇
末
尾
と
同
様
の
墨

鉤
を
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
短
小
に
記
し
た
た
め
、

結
果
的
に
「
▼
」
の
よ
う
な
形
体
と
な
っ
た
可

能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。

『
昭
王
毀
室
昭
王
輿
襲
之
牌
』
第
1
0
簡

『
相
邦
之
道
』
第
4
簡

『
曹
沫
之
陳
』
第
6
5
簡

③
墨
節
：
…
横
に
引
か
れ
た
墨
線
。
・
篇
の
末
尾
を
示

t
[図
6
]

•
章
末
符
号
『
昭
王
毀
室
昭
王
典
襲
之
牌
』
第

5

簡
（
「
昭

王
毀
室
」
と
「
昭
王
典
艇
之
牌
」
と
の
区
切
れ

に
位
置
す
る
）

(40) 



•
章
末
符
号

④
短
横
•
小
点
…
…
短
い
横
画
や
小
さ
な
墨
点
（
類
似
し
て
明

確
に
判
別
し
が
た
い
例
も
あ
る
）
。
句
読
点
や
章
の
末
尾
を

示
す
。
な
お
『
采
風
曲
目
』
に
お
い
て
は
、
曲
目
の
末
尾

を
示
す
°
[
図
7
]

．
句
読
符
号
『
中
弓
』
第
5
簡

『
亙
先
』
第
5
簡
•
第
7
簡
•
第
1
1
簡

『
采
風
曲
目
』
第
1
簡

S
第
6
簡

『
昭
王
毀
室
昭
王
興
襲
之
牌
』
第
5
簡

『
相
邦
之
道
』
第
2
簡

『
逸
詩
』
「
交
交
鳴
緯
」
第
2

簡
•
第
3
簡

⑤
首
符
•
尾
符
…
…
上
博
楚
簡
『
周
易
』
に
あ
る
六
種
類
の
符

号
。
九
種
類
と
す
る
説
も
あ
る
。
首
簡
の
、
卦
名
の
直
後
、

卦
辞
の
直
前
に
あ
る
符
号
を
「
首
符
」
[
図
8
]
と
い
い
‘

末
簡
の
、
交
辞
全
体
の
最
後
に
あ
る
符
号
を
「
尾
符
」
[
図

9
]
と
い
う
。

⑥
重
文
号
…
…
同
一
字
を
重
ね
る
符
号
。
踊
り
字
。
「
＝
」
で
表

示
さ
れ
る
0

[
図
1
0
]

⑦
合
文
号
…
…
合
文
を
示
す
符
号
。
合
文
と
は
、
表
記
法
の
一

形
式
と
し
て
、
あ
る
い
は
書
記
労
力
の
軽
減
の
た
め
に
、

異
な
る
二
字
（
例
外
的
に
三
字
の
場
合
も
あ
る
）
の
漢
字

を
一
字
に
合
し
て
表
記
し
た
も
の
。
合
文
で
表
記
さ
れ
る

二
字
に
は
、
二
字
を
そ
の
ま
ま
合
し
た
例
[
図

n
『

点

画

の
一
部
を
共
有
す
る
例
[
図
認

r
偏
妾
を
共
有
す
る
例
[
図

1
3
]
な
ど
が
あ
る
。
合
文
は
重
文
と
同
じ
「
＝
」
で
表
示

さ
れ
、
文
脈
に
よ
っ
て
両
者
を
判
別
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

(41) 



[図

4
]
墨
釘
．
句
読
符
号
『
束
大
王
泊
旱
』
第
8
簡

[図

7
]
短
横
・
句
読
符
号
『
相
邦
之
道
』
第
2
簡

[図
3
]
整
簡
『
曹
沫
之
陳
』
第
1
簡

,

1
9

ヽ
—

_
U●
蘊
ー
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[図

6
]
墨
節
・
章
末
符
号
『
昭
王
毀
室
昭
王
典
艇
之
牌
』
第
5
簡

[図

2
]
左
契
口
『
曹
沫
之
陳
』
第
15
簡

[図

1
]
右
契
口
『
曹
沫
之
陳
』
第

9
簡

t

,

‘, ．． 

[
因
5
]
墨
鉤
．
篇
末
符
号
『
影
祖
』
第
8
簡

(42) 



[図
11]
合
文
号
・
『
中
弓
』
第
24
簡
「
一
日
」
(
「

-
」
と

と
を
直
接
合
し
た
例
）

「日」

属
9
]
尾
符

・
交
辞
直
後
の
符
号
『
周
易
』
第
29
簡

i
 

,
•9 

属
8
]
首
符
・
卦
名
直
後
の
符
号
『
周
易
』
第
28
簡

ー

[図

12]
合
文
号
・
『
曹
沫
之
陳
』
第
16
簡
「
上
下
」
（
「
上
」

第
三
画
と
「
下
」
の
第
一
画
と
を
共
有
す
る
例
）

[
図
1
3
]
合
文
号
・
『
束
大
王
泊
旱
』
第
10
簡
「
子
孫
」

と
「
孫
」
の
左
偏
と
を
共
有
す
る
例
）

（「子」

（
竹
田
健
二
） の

(43) 


